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特集：地域おこし協力隊特集：地域おこし協力隊
P6P6
住民税均等割のみ課税世帯などに対する住民税均等割のみ課税世帯などに対する支援給付金のご案内支援給付金のご案内
P7P7
狂犬病予防集合注射を実施します狂犬病予防集合注射を実施します

地域おこし協力隊の上村統美さん（左）と戸田洋美さん（右）
※関連記事：2-5ページ
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広
報

伝
え
た
い
…

   

あ
か
い
わ
の
魅
力



都市圏から移住し、新しい風を地域に吹き込む地域おこし協力隊。活動期間は３年間。
その間に、地域の皆さんと協力しながら、地域の活性化につながるような生業づくりに取り組みます。

現在、市には２人の地域おこし協力隊が活動しています。
移住して来た彼女たちが〝発見〟した地域の魅力に光を当てて、熱意と行動力で地域に刺激を与えています。

地域を愛し、自身の持つ知識や技術を生かして日々奮闘している隊員たちを紹介します。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
地
方
が
都
会

か
ら
若
者
を
呼
び
、
定
住
・
定
着
の
支
援
を
し

な
が
ら
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
も
ら
う

仕
組
み
で
す
。
隊
員
は
住
民
票
を
移
し
、
３
年

の
任
期
の
間
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品

の
開
発
、
販
売
と
い
っ
た
地
域
お
こ
し
の
支
援

や
、
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民
の
生
活
支

援
な
ど
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
そ

の
地
域
へ
の
定
住
、
定
着
を
め
ざ
し
ま
す
。
平

成
21
年
度
の
制
度
開
始
か
ら
10
年
以
上
が
経

過
し
た
現
在
、
６
千
人
を
超
え
る
隊
員
が
全
国

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
視
点
が
地
域
を
変
え
る

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ
の
利
点

は
、
地
域
や
集
落
に
新
し
い
視
点
が
入
る
こ

と
、
隊
員
の
行
動
力
が
地
域
に
大
き
な
刺
激
を

与
え
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
隊
員

に
と
っ
て
も
、
自
身
の
持
つ
知
識
や
技
術
を
活

か
し
た
活
動
が
で
き
、
活
動
次
第
で
、
理
想
と

す
る
暮
ら
し
や
生
き
が
い
の
発
見
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
の
中
に
あ
る
歴
史

や
文
化
、
自
然
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
て

い
く
こ
と
が
、
地
域
の
活
性
化
に
は
重
要
で

す
。
隊
員
の
受
け
入
れ
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
、

隊
員
、
行
政
が
手
を
携
え
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

地域おこし協力隊
｜  特  集  ｜
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キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し

な
が
ら
、果
物
に
関
わ
る

仕
事
を
し
た
い
！
と
い

う
思
い
が
あ
り
、地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
応
募
し

ま
し
た
。

　

私
は
、観
光
協
会
を

中
心
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。市
を
代
表
す
る

旬
の
フ
ル
ー
ツ
や
加
工
品

な
ど
を
市
内
外
に
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
、地
域
の
魅
力
を
広
く

発
信
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
主
催
の

地
域
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
へ
の
参
加
、観

光
協
会
独
自
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
催
行
、

協
会
の
会
員
と
共
に
行
う
イ
ベ
ン
ト

出
店
な
ど
、観
光
に
関
連
す
る
多
岐

に
わ
た
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
個
人
と
し
て
の
活
動
で
は
、

地
域
の
活
性
化
事
業
に
参
加
し
、地

域
住
民
や
企
業
と
連
携
し
て
、地
域

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。課
題

の
中
で
、果
物
の
廃
棄
を
少
し
で
も

な
く
し
た
い
！
と
考
え
、未
利
用
資

源
を
活
用
し
た
商
品
作
り
に
も
着

手
し
ま
し
た
。こ
の
活
動
は
、市
内
外

で
の
講
演
な
ど
お
声
が
け
い
た
だ
き
、

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
場
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、少
し

で
も
地
域
振
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

1

2 3

戸と

だ田 
洋ひ

ろ

み美
さ
ん 

〈
活
動
拠
点
：
赤
磐
市
観
光
協
会
〉

地
域
の
魅
力
を
伝
え
た
い

協
力
隊
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
①

赤磐探訪バスツアー
「赤磐に何がある？」
令和２年度に史跡や酒蔵
など市内を巡るツアーを実施。
その後、コロナ禍でできません
でしたが、今年度は３月に実施
します。赤磐の魅力を独自の視
点で紹介します。

サイクリスト向けの
塩味ドライフルーツ「チャリポケ」

地元の規格外果物を活用し
作製しました。市内のサイ
クリングコースを楽しむ人へ、
地元の果物を紹介するために
企画したもので、軽く塩を加えています。大学生
のアイデアにより考案され、地元農家などの協力

を得て令和5年秋に完成しました。
パッケージの絵は、市内在住のアー
ティスト、デザインも市内事業者に
作製してもらいました。

果物の廃棄を少しでもなくしたいという
想いから生まれた「除菌ウエットティッシュ」
規格外などでやむなく廃棄されていた桃・ぶどうを原料として発
酵・蒸留、精製したエタノールを使用しています。ぶどうのパッケー
ジの絵は、市内在住アーティストのカスミンさん（ありがとうファー
ム所属）に描いてもらいました。

活動紹介

◀全国にPRするため、学生と一緒に県庁を訪問。
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空
気
の
澄
ん
だ
と
こ

ろ
で
、今
ま
で
の
経
験
を

も
と
に
社
会
貢
献
活
動

を
し
た
い
！
そ
ん
な
思

い
を
持
っ
て
協
力
隊
に

な
り
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
過
ご
し

た
経
験
を
活
か
し
、熊

山
英
国
庭
園
で
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

運
営
、魅
力
の
発
信
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。庭
園
を
舞
台

に
、「
地
域
が
誇
る
資
源
を
使
っ
た

地
域
活
性
化
の
き
っ
か
け
に
」「
地

域
の
交
流
の
場
に
」そ
ん
な
思
い
か

ら
、熊
山
で
と
れ
る
羊
毛
、黒
豆
、赤

磐
の
桃
な
ど
を
使
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
じ
て
、地
域
の
皆
さ
ん

と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、「
協
力
す

る
よ
」「
頑
張
っ
て
る
ね
」「
楽
し
か
っ

た
」と
声
を
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、大

き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
少
な
さ
、多
く
の
遺
跡
や

歴
史
遺
産
、満
点
の
星
空
、生
き
物

いっ
ぱ
い
の
里
山
や
川
、自
然
と
共
存

す
る
丁
寧
な
暮
ら
し
方
。赤
磐
市
に

は
誇
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上う
え
む
ら村 

統も

と

み美
さ
ん 

〈
活
動
拠
点
：
熊
山
英
国
庭
園
〉

熊
山
英
国
庭
園
を

　
　

  
世
代
間
交
流
の
場
に

1

2

3

協
力
隊
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
②

ガーデンピアノ
磐梨中学校美術部の生徒さん
に協力してもらい、庭園にある
ピアノをマスキングテープで装
飾しました。弾きたい人は庭園
までお問い合わせください♪

英国風
電話ボックス型本棚
地域のさまざまな世代が協力し
て作り上げました。映えスポット
として、本を通じた交流の場とし
て活躍中です。

カレンダー展
着任後、初めて企画した英国
庭園イベントです。地域の新
年のあいさつの場として、今
年で4年目を迎えました。

4 スプリングフェスタ（5
月開催）は、バラの見

頃でもあることから多くの来
場者があります。イースター
イベントとして小さな子ども
たちも楽しめる「たまごさが
し」を企画しました。 

5 オータムフェスタ（10月
開催）で、ハロウィン仮装

イベントを企画。仮装した小さ
な来園者たちで一層にぎわい
が増しました。

6「英国」庭園にちなんで、
赤磐産米粉を使用したス

コーンづくり教室やクリームテ
ィー巡りを企画。日本にいなが
ら異国の文化を体験してもら
いました。

7 毎月第4土曜日開催の
ウェルビーマーケットで

は、さまざまな出店者を招くこ
とで、新たな庭園ファンが増え
るよう企画しています。皆さん、
ぜひお越しください！

活動紹介
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戸
田
隊
員
は
、廃
棄
さ
れ
る
市

内
農
園
の
果
物
を
活
用
し
て
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
の
推
進
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、除
菌
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
作
る
取
り
組
み
に
挑
戦
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。そ
う
い
っ

た
観
点
か
ら
商
品
づ
く
り
に
つ
な

げ
る
発
想
が
す
ご
い
な
と
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。農
園
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

イ
ラ
ス
ト
な
ど
も
市
内
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、地
域
に
も
溶
け
込
ん
で
、一

緒
に
な
っ
て
活
動
し
て
く
れ
て
い
る

ん
だ
な
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
と
関
わ

り
を
も
っ
て
、観
光
資
源
な
ど
を
掘

り
起
こ
し
、全
国
に
赤
磐
市
を
Ｐ
Ｒ

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

初
め
は
、活
動
内
容
は
も
ち
ろ

ん
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
言
葉
す

ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
中
、

戸
田
さ
ん
と
直
接
お
話
し
す
る
よ

う
に
な
り
、人
や
地
域
の
魅
力
を
さ

ま
ざ
ま
な
人
に
伝
え
る
手
助
け
を

し
て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
魅
力
を
多
く
の
人
へ
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
場
を
作
っ
て
く

れ
た
貴
重
な
存
在
で
す
。販
売
の

仕
方
や
お
客
様
目
線
で
の
見
方・感

じ
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
の

提
案
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
自
分
た
ち
が
愛
す
る
地

域
の
魅
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
伝

え
る
た
め
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

活
性
化
に
前
向
き
な
上
村
隊
員

が
来
て
く
れ
て
か
ら
、子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
来
園
者
の
幅
が
広

が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。バ
ラ
の

季
節
以
外
に
も
、庭
園
に
遊
び
に
来

て
く
れ
る
人
が
増
え
て
い
て
、１
年

を
通
じ
て
賑
わ
い
を
感
じ
ら
れ
る

場
所
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
老
若
男
女

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
庭
園
で
紅
茶
な

ど
を
飲
み
な
が
ら
く
つ
ろ
ぎ
、話
が

弾
む
よ
う
な
場
づ
く
り
を
一
緒
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、毎
月
庭
園
で
開
催
さ
れ
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
、地
域
や

市
の
人
だ
け
で
な
く
広
く
市
外
県

外
の
皆
さ
ん
に
も
訪
れ
て
も
ら
え

る
場
所
に
な
る
活
動
を
続
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

上
村
さ
ん
の
豊
富
な
ア
イ
デ
ア

と
行
動
力
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。庭
園
を
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
世
代
ま
で
が「
集
え
る
場
」に

し
よ
う
と
模
索
し
て
い
る
姿
に
、市

民
と
し
て
、ま
た
地
元
事
業
者
と
し

て
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
疎
遠
に

な
り
が
ち
な
中
学
生
も
、本
棚
作

り
や
ガ
ー
デ
ン
ピ
ア
ノ
の
装
飾
を
通

じ
て
、地
域
資
源
の
魅
力
化
に
取

り
組
め
た
こ
と
は
、親
世
代
と
し
て

も
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

協
力
隊
の
皆
さ
ん
が
定
住
で
き

る
よ
う
、私
た
ち
も
隊
員
の
ア
イ
デ

ア
を
尊
重
し
協
働
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

赤
磐
市
観
光
協
会 

会
長

実
盛 

忠
義
さ
ん

塚
本
農
園
　

塚
本  

惠
さ
ん

熊
山
英
国
庭
園

活
性
化
委
員
会 

会
長

森
川 

立
美
さ
ん

ミ
ニ
ロ
グ
ベ
ー
カ
リ
ー

ま
き
ス
ト
ー
ブ

矢
部 

麻
希
子
さ
ん

●問い合わせ先／協力隊制度……政策推進課 ☎ 955-1220
　　　　　　　　協力隊の活動…商工観光課 ☎ 955-6175

※協力隊に関する情報は
　こちらから

＼＼ 私 たちも協 力 隊 と一 緒 に 頑 張ってます！  私 たちも協 力 隊 と一 緒 に 頑 張ってます！ ／／
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住民税非課税世帯、住民税均等割のみ課税世帯などに
対する支援給付金を支給します

　国のデフレ脱却のための総合経済対策決定に基づき、電力・ガス・食料品
などの価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税
非課税世帯などを支援するための給付金です。

    ※この給付金の申請はすでに終了しています。

　 ▶�対象：基準日（令和５年12月１日）に赤磐市に住民登録があり、令和５年度分の住民税が非課税
である世帯。ただし、課税されている人の扶養親族のみで構成されている世帯は除く。

　　※詳細は、広報あかいわ２月号に掲載していますのでご確認ください。

　▶�対象：基準日（令和５年12月１日）に赤磐市に住民登録があり、令和５年度の住民税均等割のみ
課税されている世帯。ただし、住民税均等割が課税されている人の扶養親族のみで構成されて
いる世帯は除く。

　▶���申請方法：対象世帯には「確認書」を３月に送付しますので、口座情報などを記載のうえ、返送
してください。

　　※ 令和５年１月２日以降に赤磐市に転入した人のいる世帯、住民税の修正申告などをされて対象となった世帯
などは、申請が必要です。

　▶�対象：①、②の給付金の対象世帯のうち、18歳以下の児童を扶養している世帯（平成17年４月
２日生まれ以降の児童）

　▶���申請方法：①、②の申請情報を基に、「支給のお知らせ」を送付しますので、申請は不要です。
（①の世帯には３月末、②の世帯には４月中旬ごろに送付予定です）

　　※ 令和５年12月２日以降（令和６年４月１日まで）に生まれた新生児がいる世帯、別居している児童を扶養して
いる世帯、ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）などにより（住民登録せずに）赤磐市に避難している世帯など
は、申請が必要です。

■申請期限／５月３１日㈮ ＜当日消印有効＞

■問い合わせ先／臨時特別給付金ダイヤル ☎９５５-１２６７
　　　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５時）

■申請書／市ホームページからダウンロードできます。

住民税均等割のみ課税世帯などに対する
支援給付金のご案内

①住民税非課税世帯への給付金（７万円／世帯）

②住民税均等割のみ課税世帯への支援給付金（10万円／世帯）

③子育て世帯支援給付金〈こども加算〉（５万円／人）

広報あかいわ（令和6年4月号） 6



地域 時　　間 場　　　所

吉　井

9:00～ 9:10 山方研修センター
9:25～ 9:35 是里選果場
9:50～10:00 赤磐市吉井支所

10:10～10:20 稲蒔コミュニティハウス
10:30～10:40 佐伯北簡易郵便局前
10:55～11:05 布都美林間学校
11:20～11:30 仁美農村振興センター

赤　坂

12:40～12:50 笹岡公民館
13:00～13:10 今井公民館
13:20～13:30 赤磐市赤坂支所
13:45～13:55 東窪田パンダ公園

熊　山

14:10～14:20 旧岡山東農協可真事業所
14:30～14:40 熊山英国庭園第3駐車場
14:50～15:00 赤磐市熊山支所
15:10～15:20 熊山駅前広場

病  院  名 住　　　所 連  絡  先
山陽動物医療センター 河本357-1 ☎︎955-1543
ブレニー動物病院 桜が丘西9-1-2 ☎︎958-5590
山陽動物医療センター桜が丘 桜が丘東5-5-310 ☎︎956-2299
せと動物病院 岡山市東区瀬戸町江尻1069-1 ☎︎086-952-0012
GRACE ペットクリニック 瀬戸内市長船町服部369-1 ☎︎0869-24-7726

地域 時　　間 場　　　所
山　陽 9:00～ 9:10 西山公民館

桜が丘

9:20～ 9:40 桜が丘西10丁目集会所
9:50～10:20 桜が丘西8丁目集会所

10:30～10:50 桜が丘西5丁目集会所
11:00～11:20 桜が丘東2丁目集会所
11:30～11:50 桜が丘東4丁目集会所
13:00～13:20 桜が丘東1丁目集会所

山　陽

13:35～13:45 JA晴れの国岡山 高月ATM
13:55～14:05 山陽5丁目集会所
14:10～14:20 山陽4丁目集会所
14:30～14:40 山陽公民館
14:50～15:00 河本コミュニティハウス
15:10～15:30 赤磐市役所（正面駐車場）

　市では、「狂犬病予防法」で飼い主に年に一度義務付け
られている愛犬の狂犬病予防接種を、赤磐市狂犬病予防
連絡協議会のご協力により、市内各所で行います。日程を
よくご確認の上、来場してください。
※ 最近、迷子犬が多くなっています。愛犬がいなくなっても、飼い

主のもとに帰れるよう登録時にお渡ししている登録鑑札を首
輪などにつけておきましょう。

◆�集合注射に持参するもの
　・案内ハガキ
　・手数料（注射代2,650円＋注射済票交付手数料550円）
◆�同日に犬の登録もできます。
　・登録手数料（3,000円）
◆�表２の動物病院以外で接種した場合、環境課または各支
所市民生活課に届け出が必要です。「狂犬病予防接種済
証」と案内ハガキを持参して届け出をしましょう。

◆�届け出がない場合は、未接種扱いになってしまいます。
◆�飼い犬の登録、注射済の届け出は、飼い主の義務です。届
け出がない場合、罰せられることがあります。

表1：令和6年度 赤磐市狂犬病予防集合注射日程

表2：犬の登録および狂犬病予防注射済票をお渡しできる動物病院

●４月7日㈰  吉井・赤坂・熊山地域 ●４月14日㈰  山陽・桜が丘地域

狂犬病予防集合注射を実施します

4月1日〜6月30日の
間に受けましょう

●問い合わせ先／環境課�☎955-5347
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　昭和56年５月３１日以前に建築された建築物は、
一般的に地震に弱いとされています。
　市では、地震に強い安全なまちづくりを推進す
るため、古い基準で建てられた木造住宅の「現況診
断」、「補強計画」、「耐震改修」に要する経費の一
部を補助する制度を設けています。
　まずは、現況診断を行い住宅の耐震性を確認しま
しょう。

 能登半島地震では多くの家屋が倒壊しています。被
害の大きかった地域では、昭和５６年５月３１日以前
に建てられた住宅の比率が非常に高い数値となっ
ていました。

１．現況診断…お住まいの住宅が地震に耐える強度があるかを診断
　●岡山県建築士事務所協会登録の診断員が診断を実施／申込期限：12月20日㈮

診断費用７万１,２００円のうち、６万円を補助します。
※延床面積が200㎡を超える住宅の場合は、診断費用、補助金、自己負担が加算されます。

２．補強計画…現況診断で倒壊の危険性がある場合、補強方法を検討
　●岡山県建築士事務所協会登録の診断員が補強計画を作成／申込期限：12月20日㈮

診断費用７万１,２００円のうち、６万円を補助します。
※延床面積が200㎡を超える住宅の場合は、診断費用、補助金、自己負担が加算されます。

３．耐震改修…補強計画に基づき、壁や柱などの耐震補強工事を実施
　●工事業者は住宅所有者が選定／申込期限：11月29日㈮

耐震改修工事費の23％、上限５0万円を補助します。
※補助金申請前に工事契約や工事着工した場合は、補助金が交付されません。

４．補助要件… 昭和５６年５月３１日以前に建築された建築物が対象。
詳細な補助要件についてはお問い合せください。

住まいの耐震性を確認しませんか？

●問い合わせ先／建設課都市管理班 ☎ 955-1485
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四
季
を
う
た
っ
た
詩
を
読
み

ま
す
。
各
回
、
永
瀬
清
子
の
詩

も
紹
介
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
原
則
毎
月
１
回
（
第

２
金
曜
日
）、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
※
初
回
は
５

月
10
日
、
全
10
回
開
催
）

■ 

場
所
／
熊
山
公
民
館

■ 

講
師
／
行
吉
正
一
さ
ん
（
元
・

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
学

芸
員
）
ほ
か

■ 

対
象
／
一
般

■ 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

■ 

申
込
開
始
日
／
４
月
２
日
㈫

■ 

参
加
費
／
年
額
千
円
（
別
途

実
費
負
担
）

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
熊
山
分
室

　

ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ア
ダ
プ
ト
と
は

英
語
で
「
養
子
に
す
る
」
と
い

う
意
味
で
、
ア
ダ
プ
ト
活
動
は

道
路
な
ど
の
公
共
物
を
養
子
に

み
た
て
、
清
掃
活
動
な
ど
を
通

し
て
「
わ
が
子
の
よ
う
に
」
世

話
を
す
る
活
動
で
す
。
市
で
は
、

ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体
へ
活
動
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
は
地
域
の
環
境
美
化
意
識

の
向
上
と
ポ
イ
捨
て
防
止
な
ど

の
モ
ラ
ル
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体
登
録
を

し
て
地
域
や
職
場
の
仲
間
と
き

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
環
境

課
、
各
支
所
市
民
生
活
課
市

民
生
活
班

募
　
　
集

　

消
防
本
部
・
消
防
署
で
は
、

定
期
的
に
救
急
講
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
大
切
な
命
を
守
る

た
め
、
応
急
手
当
・
心
肺
蘇
生

法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

■ 

日
時
／
４
月
28
日
㈰ 

午
前
９

時
〜
正
午

■ 

場
所
／
消
防
本
部 

会
議
室

■ 

対
象
／
一
般

■ 

定
員
／
10
人
程
度

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
込
期
限
／
４
月
15
日
㈪

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

市
内
の
経
理
初
心
者
・
開
業

前
後
の
人
向
け
に
、
確
定
申
告

の
仕
組
み
や
帳
簿
の
つ
け
方
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
４
月
25
日
㈭

•
昼
の
部
…
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

•
夜
の
部
…
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

※
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
で
す
。

■ 

講
師
／
赤
磐
商
工
会
ス
タ
ッ
フ

■ 

場
所
／
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
）
ま
た
は
赤
磐
商
工
会

本
部
・
各
支
所

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
し
込
み
／
赤
磐

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・
赤
磐
商
工
会
瀬
戸
支
所

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）０
３
２
３

現
代
詩
講
座

「
詩
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

�情報ボックス内でお知らせする市役所関係の
電話番号は下記のとおりです。（市外局番086）

■本庁代表………………………☎955-1111
▷秘書広報課……………………☎955-4770
▷くらし安全課…………………☎955-2650
▷税務課資産税班………………☎955-0952
▷市民課市民サービス班………☎955-1112
▷市民課国保年金班……………☎955-1113
▷協働推進課……………………☎955-1114
▷環境課…………………………☎955-5347
▷社会福祉課……………………☎955-1115
▷子育て支援課…………………☎955-2635
▷健康増進課……………………☎955-1117
▷介護保険課介護保険班………☎955-1116
▷介護保険課地域支援班………☎955-1460
▷建設課都市管理班……………☎955-1485
▷上下水道課下水道班…………☎955-2942
▷上下水道課管理班……………☎955-2743
■赤坂支所代表…………………☎957-2222
▷市民生活課市民生活班………☎957-2226
▷市民生活課健康福祉班………☎957-4822
■熊山支所代表…………………☎995-1211
▷市民生活課市民生活班………☎995-1214
▷市民生活課健康福祉班………☎995-1293
■吉井支所代表…………………☎954-1111
▷市民生活課市民生活班………☎954-1183
▷市民生活課健康福祉班………☎954-1374
■教育委員会
▷教育総務課……………………☎955-6807
▷熊山分室………………………☎995-1360
■消防本部………………………☎955-2244
▷警防課救急係…………………☎955-2254
■環境センター…………………☎955-1560
※防災行政無線放送聞き直し
　（自動応答装置）……………☎955-1390

 〈市広報ラジオ番組〉
レディオモモ  FM79.0ＭＨｚ
▶「元気です。あかいわ」
　毎月第1・3金曜日
　午前8時30分～ 約5分間

�※仮移転後も電話番号の変更はありません。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
個
人
事
業
向
け
」帳
簿
の
つ
け
方

講
習
会
入
門
編
の
ご
案
内

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

救
命
処
置
の
知
識
と
技
術
を
！
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者

な
ど
を
対
象
と
し
た
早
期
就
職

の
た
め
の
公
的
職
業
訓
練
で
す
。

今
回
、４
月
〜
６
月
に
開
講
す
る

コ
ー
ス
の
受
講
者
を
順
次
、募
集

し
て
い
ま
す
。

■ 

募
集
科
／
事
務
・
デ
ザ
イ
ン
・

介
護
福
祉
分
野
な
ど

※ 

開
講
日
、訓
練
期
間
（
２
〜
６
カ

月
）な
ど
は
各
コ
ー
ス
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、「
高

齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機

構
岡
山
支
部
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

受
講
料
／
原
則
無
料（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※ 

一
定
の
要
件（
収
入・資
産
な
ど
）

を
満
た
す
人
に
対
し
て
は
、「
職

業
訓
練
受
講
給
付
金（
月
10
万
円

＋
交
通
費
〈
所
定
の
額
〉）」
が
支

給
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

（
所
定
の
手
続
き
が
必
要
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•  

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気

　
☎
０
８
６
９（
９
３
）１
１
９
１

■ 

縦
覧
／
令
和
６
年
度
の
固
定

資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。縦
覧
で

き
る
の
は
固
定
資
産
税
の
納

税
義
務
者
で
、市
内
の
固
定
資

産
評
価
額
を
縦
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

•  
縦
覧
期
間
…
４
月
１
日
㈪
〜

５
月
31
日
㈮

•  

縦
覧
場
所
…
税
務
課
、各
支
所

市
民
生
活
課

■ 

閲
覧
／
ご
本
人
の
課
税
台
帳

に
つ
い
て
の
閲
覧
も
で
き
ま

す
の
で
、ご
自
分
の
資
産
の
状

況
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。閲

覧
で
き
る
の
は
固
定
資
産
の

所
有
者
、
納
税
管
理
人
、
閲
覧

の
委
任
を
受
け
た
人（
法
人
の

場
合
は
、そ
の
資
産
を
管
理
す

る
職
に
あ
る
人
や
閲
覧
の
委

任
を
受
け
た
人
）で
す
。
ご
自

分
の
借
地
、借
家
物
件
に
つ
い

て
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
な
お
、

縦
覧
期
間
以
外（
６
月
１
日
以

降
）は
閲
覧
手
数
料
３
０
０
円

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■ 

令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
納
期
限

•  

第
１
期
…
５
月
31
日
㈮

•  

第
２
期
…
７
月
31
日
㈬

•  

第
３
期
…
９
月
30
日
㈪

•  

第
４
期
…
12
月
２
日
㈪

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
課
資

産
税
班

　

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10
年

度
ま
で
の
ご
み
収
集
委
託
業
者

と
委
託
範
囲
が
変
更
に
な
り
ま

す
。
委
託
範
囲
の
拡
大
に
よ
り
、

多
少
収
集
の
時
間
帯
な
ど
に
変

更
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

が
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

山
陽（
一
部
を
除
く
）・熊
山
地
域

•  

株
式
会
社
エ
コ・イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

※ 
燃
え
る
ご
み
委
託
収
集
拡
大
範
囲

…
河
本
区
の
一
部
・
西
山
団
地
・

上
仁
保
区
の
一
部
・
山
陽
１
丁
目

〜
７
丁
目

赤
坂
・
吉
井
地
域

•
キ
ョ
ク
ト
ウ
有
限
会
社

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
環
境
課
、環

境
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
の
縦
覧・閲
覧

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
者
募
集

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、中
小
企
業
な

ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族

の
皆
さ
ん
が
加
入
す
る
健
康
保

険
で
す
。

　
令
和
６
年
３
月
分（
４
月
納
付

分
）
か
ら
の
健
康
保
険
料
率
は
、

10
・
07
％
が
10
・
02
％
に
、
介
護

保
険
料
率
は
、
１
・
82
％
が
１
・

60
％
に
変
更
と
な
り
ま
す
。（
任

意
継
続
被
保
険
者
は
令
和
６
年

４
月
分
保
険
料
か
ら
変
更
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•  

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　
☎
０
８
６（
８
０
３
）５
７
８
１

４
月
か
ら
ご
み
収
集
委
託
業
者
と

委
託
範
囲
が
変
わ
り
ま
す

　小中学校に就学するお子さんが安心して学校生活を送る
ことができるよう、経済的にお困りのご家庭に対して、学用品
費や学校給食費などの一部を援助する制度です。
　令和６年度から市内在住で市立小中学校以外に就学するお
子さんも支給対象となりました。
●申請期間／４月１５日㈪～２２日㈪
●�申請方法／就学援助費交付申請書に必要書類を添えて、教

育総務課に提出してください。お子さんが市立小中学校に
通学している場合は、学校に提出することもできます。

●�申請用紙配布／４月１日以降に教育総務課の窓口または市
ホームページからダウンロードできます。市立小中学校に
通学しているお子さんの場合は４月上旬に学校から配布さ
れます。

●問い合わせ先／教育委員会教育総務課

支給対象が拡大しました

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
ご
案
内

就学援助制度就学援助制度

広報あかいわ（令和6年4月号）10



お
勧
め
し
ま
す
。学
生
納
付
特
例

を
利
用
せ
ず
に
保
険
料
を
未
納

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、不
慮
の

事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
時

な
ど
に
、障
害
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、納
付
が
難
し
い
場
合

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で

に
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
て
い
る
人
に
は
、
４
月
以

降
、日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ

形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。こ
れ
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
返
送
す
る
こ
と
で
、申
請
が
で

き
ま
す
。
な
お
、こ
の
ハ
ガ
キ
が

届
か
な
か
っ
た
人
や
在
学
す
る

学
校
を
変
更
し
た
人
な
ど
は
、通

常
ど
お
り
窓
口
で
の
申
請
が
必

要
で
す
。

■ 

申
請
に
必
要
な
物
／
学
生
証

の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書

■ 
問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
国

保
年
金
班
、各
支
所
市
民
生
活

課
市
民
生
活
班

　

市
か
ら
貸
与
し
て
い
る
防
災

行
政
無
線
戸
別
受
信
機
は
、乾
電

池
を
入
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
く

と
液
漏
れ
な
ど
に
よ
り
故
障
に

　
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

戸
籍
証
明
書
な
ど
の
広
域
交
付

が
３
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。本
籍
地
が
遠
く
に
あ
る
人
で

も
、お
住
ま
い
や
勤
務
先
の
最
寄

り
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
請
求

で
き
ま
す
。通
常
の
赤
磐
市
の
戸

籍
の
請
求
よ
り
非
常
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
。時
間
に
余
裕
を
も

っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

シ
ス
テ
ム
の
都
合
上
、発
行
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、日
曜
日
の
い
き
い
き
交
流
セ

ン
タ
ー
で
は
戸
籍
の
広
域
交
付

は
対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■ 

広
域
交
付
で
戸
籍
証
明
書
を

請
求
で
き
る
人
／
本
人
、配
偶

者
、
直
系
尊
属
（
父
母
、
祖
父

母
な
ど
）、直
系
卑
属
（
子
、孫

な
ど
）

■ 

取
得
で
き
る
証
明
書
／
戸
籍

全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄

本
）、
除
籍
全
部
事
項
証
明
書
、

除
籍
謄
本
、改
製
原
戸
籍
謄
本

■ 

本
人
確
認
／
運
転
免
許
証
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、パ
ス
ポ

ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど

※ 

通
常
の
戸
籍
証
明
書
の
請
求

と
違
い
、そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

条
件
が
あ
る
た
め
、詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、電

話
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
市

民
サ
ー
ビ
ス
班
、各
支
所
市
民

生
活
課
市
民
生
活
班

　
20
歳
以
上
の
人
は
、学
生
で
あ

っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
た
め
、本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、国
民
年
金
保
険
料

が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と

な
り
ま
す
の
で
、年
度
ご
と
に
申

請
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、学
生
納
付
特
例
が
承
認

さ
れ
た
期
間
は
、老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
収
入
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

は
、将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
額

で
き
る
「
追
納
制
度
」
の
利
用
を

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。定

期
的
に
入
れ
替
え
る
な
ど
、適
正

な
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

故
障
な
ど
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
く
ら
し
安

全
課

　

10
代
20
代
に
対
す
る
性
暴
力

の
手
口
は
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
、Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ

ス
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
痴
漢
な
ど
、
同
意
の
な
い
性

的
な
行
為
の
強
要
は
、い
か
な
る

理
由
・
関
係
性
で
あ
っ
て
も
す
べ

て
性
暴
力
で
す
。社
会
全
体
で
性

暴
力
を
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
性
犯
罪
・
性
暴
力
で
お
悩
み
の

人
は
、そ
の
不
安
に
寄
り
添
い
な

が
ら
支
援
を
す
る
公
的
な
相
談

窓
口
が
あ
り
ま
す
。プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
、秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

性
犯
罪・性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー（
内
閣
府
）

　
♯
８
８
９
１〈
は
や
く
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
〉

　

 
最
寄
り
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話（
警
察
）

　
♯
８
１
０
３〈
ハ
ー
ト
さ
ん
〉

　

 

発
信
場
所
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
警
察
の
性
犯
罪
被
害
相

談
電
話
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
協
働
推
進
課

　
４
月
２
日
は
、国
連
が
定
め
た

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」で
、全

世
界
の
人
々
に
自
閉
症
の
理
解

が
進
む
よ
う
取
り
組
み
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、４
月
２
日
か
ら
の
一
週

間
は
、「
発
達
障
害
啓
発
デ
ー
」

で
、
日
本
で
も
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
や
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
活

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

発
達
障
害
と
は
？

　
発
達
障
害
に
は
、自
閉
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
、
限
局
性
学
習
症
、
注

意
欠
如
多
動
症
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
は
っ
き
り
と
し
た
原
因
は
、

ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、現

在
は
、脳
の
発
達
の
仕
方
の
違
い

に
よ
る
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、9ページの電話番号一覧をご覧ください。

４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

３
月
１
日
か
ら
戸
籍
証
明
書
の

広
域
交
付
を
開
始
し
ま
し
た

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の

適
正
な
管
理
を

４
月
は
若
年
層
の
性
暴
力
被
害

予
防
月
間
で
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」と

「
発
達
障
害
啓
発
デ
ー
」

広報あかいわ（令和6年4月号）11



◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

き
や
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
き
、

ま
た
、
小
学
校
・
中
学
校
在
学
中

の
児
童
が
保
護
者
と
死
別
し
た

と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
保
護

世
帯
ま
た
は
保
護
世
帯
に
準
ず

る
世
帯
に
属
し
て
い
る
と
き
に

限
り
ま
す
。

■ 

支
給
額
／
各
１
万
円

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
子
育
て
支
援
課
…
①
⑥

•
社
会
福
祉
課
…
②
〜
⑤

• 

各
支
所
市
民
生
活
課
健
康
福

祉
班
…
①
〜
⑥

　

浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
申
し

込
み
を
４
月
１
日
㈪
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

補
助
対
象
者
／
住
居
を
目
的
と

し
た
建
物
、
ま
た
は
延
べ
床
面

積
の
２
分
の
１
以
上
を
住
居
と

し
て
使
用
す
る
建
物
に
浄
化
槽

を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人

■ 

補
助
対
象
地
域

① 

公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域

と
農
業
集
落
排
水
事
業
計
画

区
域
な
ど
を
除
く
地
域

② 

公
共
下
水
道
事
業
区
域
内
の

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
害
に
つ
い
て
知
る
こ
と
、理

解
し
て
い
く
こ
と
は
、発
達
障
害

の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、だ
れ
も

が
自
分
ら
し
く
、幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
福
祉
課

　

福
祉
各
種
制
度
の
対
象
者
な

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

①
児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定

と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

■ 

対
象
／
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
り
、次
の
ど
れ
か
に
該
当
す

る
児
童（
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
人
ま
た
は
20
歳

未
満
の
障
害
の
あ
る
人
）を
監

護
養
育
し
て
い
る
母
、父
ま
た

は
養
育
者

⑴
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

⑵
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

⑶ 

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

に
あ
る
児
童

⑷ 

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出

産
し
た
児
童

⑸ 

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら

の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

児
童　
な
ど

　
た
だ
し
、児
童
が
児
童
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
な
ど

手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
母
、
父
ま
た

は
養
育
者
お
よ
び
同
居
し
て
い

る
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
る

一
定
の
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■ 

支
給
額（
月
額
）

〈
児
童
１
人
の
場
合
〉

•
全
部
支
給
…
４
万
５
５
０
０
円

• 

一
部
支
給
…
４
万
５
４
９
０
円

〜
１
万
７
４
０
円

〈
児
童
２
人
目
の
加
算
額
〉

•
全
部
支
給
…
１
万
７
５
０
円

• 

一
部
支
給
…
１
万
７
４
０
円
〜

５
３
８
０
円

〈
児
童
３
人
目
以
降
の
加
算
額
〉

•
全
部
支
給
…
６
４
５
０
円

• 

一
部
支
給
…
６
４
４
０
円
〜
３

２
３
０
円

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
20
歳
未
満
の
、
身
体
、
知
的
お

よ
び
精
神
に
障
害
が
あ
る
児
童

を
家
庭
で
監
護
し
て
い
る
父
母

な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、手
当
の
支
給
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

⑴ 

児
童
が
児
童
入
所
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
と
き

⑵ 

児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る

年
金
を
受
け
て
い
る
と
き

⑶ 

児
童
を
監
護
し
て
い
る
人
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
と
き

■ 

支
給
額（
月
額
）

〈
対
象
児
１
人
に
つ
き
〉

• 

１
級
（
重
度
）
…
５
万
５
３
５
０
円

•
２
級
（
中
度
）
…
３
万
６
８
６
０
円

③
特
別
障
害
者
手
当
等

■ 

対
象
／
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
要
す
る

重
度
の
障
害
者
（
20
歳
以
上
）、

障
害
児
（
20
歳
未
満
）
に
支
給

さ
れ
ま
す
。支
給
要
件
や
認
定

さ
れ
る
障
害
に
は
規
定
が
あ

り
ま
す
。

■ 

支
給
額（
月
額
）

• 

特
別
障
害
者
手
当
…
２
万
８

８
４
０
円

• 

障
害
児
福
祉
手
当
…
１
万
５

６
９
０
円

浄
化
槽
設
置
補
助
金

④
赤
磐
市
障
害
年
金

■ 

対
象
／
１
級
か
ら
３
級
ま
で

の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
、

療
育
手
帳
所
持
者
で
、市
内
に

１
年
以
上
住
所
が
あ
り
居
住

し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、公
的

年
金
等
受
給
者（
支
給
停
止
中

の
人
も
含
む
。）
と
施
設
入
所

者
は
除
き
ま
す
。

※ 

公
的
年
金
等
と
は
…
各
種
公

的
年
金（
障
害
に
起
因
す
る
も

の
を
含
む
）、
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障

害
者
手
当
、障
害
児
福
祉
手
当

お
よ
び
赤
磐
市
特
定
疾
患
援

護
費
で
す
。

■ 

支
給
額（
年
額
）／
４
万
２
千
円

⑤
赤
磐
市
特
定
疾
患
援
護
費

■ 

対
象
／
市
内
に
１
年
以
上
住
所

が
あ
り
居
住
し
て
お
り
、
市
町

村
民
税
が
非
課
税
の
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

⑴ 

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受

給
者
証
か
小
児
慢
性
特
定
疾

病
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

⑵ 

人
工
透
析
治
療
を
受
け
て
い

る
腎
不
全
患
者

■ 

支
給
額（
年
額
）／
４
万
２
千
円

⑥
遺
児
激
励
金

　
保
護
者
と
死
別
し
た
児
童
が
、

小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
す
る
と

福
祉
各
種
制
度
の
ご
案
内

広報あかいわ（令和6年4月号）12



　
新
年
度
に
な
り
ま
す
ね
。今
回
は
、

挨
拶
の
手
話
を
紹
介
し
ま
す
。

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
発
行

「
わ
た
し
た
ち
の
手
話 

学
習
辞
典
Ⅰ
」

手
話
で
つ
な
が
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪

㉄
社
会
福
祉
課

立てた右手2指を重ね
て前方から額の中央へ
あてる。

「こんにちは」
掌を前へ向けた両手を
弧を描いて引き寄せ、
目の前で交差させる。

「こんばんは」
胸前で向かい合わせ
て立てた両手人差指
を同時に曲げる。

「挨拶」
こめかみにあてた右手
拳を下ろすと同時に頭
をおこす。

「おはよう」

課
管
理
班

　

介
護
予
防
や
閉
じ
こ
も
り
予

防
な
ど
を
目
的
に
、地
域
で
高
齢

者
の
居
場
所
づ
く
り
を
継
続
的

に
実
施
す
る
住
民
団
体
や
法
人

な
ど
に
対
し
、必
要
な
経
費
を
基

準
額
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

例 
介
護
予
防
教
室
、
認
知
症
カ

フ
ェ
な
ど

■ 

対
象
要
件

① 

週
１
回
な
ど
定
期
的
に
開
催

し
、毎
回
５
人
以
上
の
参
加
が

あ
る
。

② 

１
回
あ
た
り
２
時
間
以
上
の

開
催
で
あ
る
。

③ 

介
護
予
防
な
ど
の
内
容
を
取

り
入
れ
た
集
い
の
場
で
あ
る
。

■ 

補
助
金
額

例 

週
１
回
５
人
以
上
の
参
加
の
場

合
…
年
額
上
限
１
万
５
千
円
、

週
１
回
10
人
以
上
の
参
加
の
場

合
…
年
額
上
限
３
万
円

■ 

申
込
期
限
／
令
和
７
年
２
月

28
日
㈮

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
介
護

保
険
課
地
域
支
援
班

成
年
後
見
制
度
と
は
？

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、精
神

障
が
い
な
ど
に
よ
り
、物
事
を
判

断
す
る
能
力
が
十
分
で
な
く
な

っ
て
も
、安
心
し
て
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、法
律
的
に
支

援
す
る
制
度
で
す
。
市
で
は
、成

年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
例
に
該
当
す
る

場
合
、成
年
後
見
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
解
決
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

• 

契
約
手
続
き
が
一
人
で
で
き

な
い
。

• 

悪
徳
商
法
の
被
害
を
受
け
て

い
る
。

• 
身
寄
り
が
な
く
、将
来
の
財
産

管
理
が
不
安　
な
ど

■ 

相
談
窓
口

• 

高
齢
者
…
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

• 

障
が
い
者
…
社
会
福
祉
課

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
介
護
保
険

課
地
域
支
援
班

　

過
ご
し
や
す
い
春
が
や
っ
て

き
ま
す
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て

は
、雑
草
に
と
っ
て
も
快
適
な
気

候
の
た
め
、急
激
に
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
大
き
く
成
長
し
、繁
茂

す
る
と
、次
の
よ
う
な
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

• 

雑
草
が
繁
茂
し
た
り
樹
木
が

自
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
域

の
景
観
を
悪
く
す
る

• 

雑
草
な
ど
が
道
路
や
近
隣
の

住
宅
ま
で
は
み
だ
し
、通
行
を

妨
げ
た
り
、近
隣
の
住
宅
に
損

害
を
与
え
た
り
す
る

• 

蚊
や
ハ
チ
な
ど
の
害
虫
が
発

生
す
る
、野
生
動
物
が
住
み
着

く
、悪
臭
が
発
生
す
る
な
ど
衛

生
面
の
悪
化
を
招
く

• 

景
観
の
悪
化
は
ご
み
の
不
法
投

棄
を
促
し
、
乾
燥
す
る
季
節
な

ど
は
火
災
リ
ス
ク
も
高
ま
る

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
引
き
起

こ
さ
な
い
た
め
に
も
、大
き
く
成

長
す
る
前
に
、所
有
者
が
適
正
な

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。自
身
で

管
理
で
き
な
い
場
合
は
、事
業
者

な
ど
に
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 
問
い
合
わ
せ
先
／
環
境
課

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、9ページの電話番号一覧をご覧ください。

一
部
地
域　

■ 

補
助
条
件
／
令
和
７
年
３
月

10
日
㈪
ま
で
に
実
績
報
告
が

可
能
な
人

※ 

基
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、定

員
に
達
し
次
第
、受
け
付
け
を

締
め
切
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
上
下

水
道
課
下
水
道
班

　

宅
内
で
漏
水
が
あ
っ
た
場
合

に
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
、定
期

的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

■ 

漏
水
確
認
方
法

① 

水
道
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
る
。

② 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
水

道
メ
ー
タ
ー
に
あ
る
パ
イ
ロ

ッ
ト
（
銀
色
の
部
品
）
が
回
っ

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

③ 

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
る

場
合
は
漏
水
し
て
い
る
の
で
、

市
指
定
工
事
店
へ
修
理
を
依

頼
す
る
。

■ 

市
指
定
工
事
店
／
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
く
ら

し・手
続
き
」
で
確

認
で
き
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
上
下
水
道

漏
水
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
を

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
促
進

（
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
）活
動

団
体
を
補
助
し
ま
す

あ
か
い
わ
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す

春
が
や
っ
て
き
ま
す

雑
草
な
ど
の
対
策
を
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＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

＼＼あかいわモモちゃんグッズ販売店募集！あかいわモモちゃんグッズ販売店募集！／／
　赤磐市マスコットキャラクター

あかいわモモちゃんグッズの販売

委託店舗を募集します。ぬいぐるみ、

Tシャツ、シールなど、約１０種類の

かわいいグッズがあります。

　詳しくはお問い合わせください。

●応募条件／市内の店舗、
　　　　　　その他条件あり
　※１種類からでも販売できます。

グッズの紹介は
こちらから

●問い合わせ先／秘書広報課

■ 
都
市
計
画
原
案
の
内
容（
縦
覧
場
所
）

① 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
区

域
区
分
の
変
更（
岡
山
県
都
市

計
画
課
、
赤
磐
市
建
設
課
）

② 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
用

途
地
域
・
公
園
・
下
水
道
の
変

更
、地
区
計
画
の
変
更
お
よ
び

決
定
（
赤
磐
市
建
設
課
）

■ 

縦
覧
期
間
／
４
月
１
日
㈪
〜

15
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

■ 

意
見
書
の
提
出
／
公
聴
会
で

意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
人

は
、意
見
書
を
縦
覧
期
間
中
に

縦
覧
場
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■ 

公
聴
会

　

意
見
書
を
提
出
し
た
人
か
ら

意
見
を
聴
く
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。
な
お
、意
見
書
を
提
出
し

た
人
が
多
数
の
場
合
は
、公
述
人

の
人
数
ま
た
は
時
間
を
あ
ら
か

じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、原
案
に
関
係
の
な
い

意
見
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

※ 

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
の
提

出
が
な
か
っ
た
場
合
は
、公
聴

会
は
中
止
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

中
止
の
場
合
は
、
①
は
岡
山

県
、②
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

そ
れ
ぞ
れ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

• 

日
時
…
５
月
９
日
㈭ 

午
後
２

時
〜

• 

場
所
…
中
央
図
書
館 

多
目
的

ホ
ー
ル

■ 

問
い
合
わ
せ
先

①
岡
山
県
都
市
計
画
課 

　
☎
０
８
６（
２
２
６
）７
４
９
２

②
建
設
課
都
市
管
理
班

　

４
月
６
日
㈯
か
ら
15
日
㈪
ま

で
の
10
日
間
、「
令
和
６
年
春
の

交
通
安
全
県
民
運
動
」が
県
内
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。ま
た
４
月

10
日
㈬
は「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、皆

さ
ん
で
、交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
、ま
た
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
安
全
な
行
動
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

■ 

ス
ロ
ー
ガ
ン
／「
交
通
ル
ー
ル 

守
っ
て
笑
顔 

晴
れ
の
国
」

■ 

運
動
の
重
点
目
標

• 

子
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き

る
道
路
交
通
環
境
の
確
保
と

安
全
な
横
断
方
法
の
実
践

• 

歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と

「
思
い
や
り・ゆ
ず
り
合
い
」運

転
の
励
行

• 

自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

な
ど
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

• 

横
断
歩
行
者
優
先
の
徹
底

• 

運
転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
使
用
禁
止
の
徹
底

• 

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

• 

自
転
車
の
安
全
利
用
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
に
向
け
た
理
解

の
促
進

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
く
ら
し
安

全
課

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
区
域

に
お
け
る
都
市
計
画
原
案
の
縦
覧

お
よ
び
公
聴
会
の
開
催

令
和
６
年
春
の
交
通
安
全

県
民
運
動
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介護保険料特別徴収（年金天引き）の皆さんへ

●問い合わせ先／介護保険課介護保険班

　令和６年度介護保険料額は、６月にならなければ所得や市民税が確定しないた
め、それまで決定することができません。そこで、介護保険法第１４０条に基づき前
期（令和６年４月・６月・８月）を仮徴収期間とし、仮徴収期間は令和６年２月分と
同じ金額を特別徴収（年金天引き）します。
　所得や市民税が確定した後、令和６年度介護保険料年額決定通知書（６月下旬頃送付予定）で、前期の金
額とともに後期（令和６年１０月・１２月・令和７年２月）を合わせてお知らせします。

令和6年度介護保険料

令和6年2月に
特別徴収した額
（令和5年度保険料）

6年4月 6年6月 6年8月 6年10月 6年12月 7年2月

←���前　　期  �→ ←���後　　期  �→
仮徴収期間 所得･市民税確定後に決定した介護保険

料額から、4･6･8月の仮徴収額を差引
きし、残りの額を３回に分けて徴収（決
定通知書は６月下旬頃送付予定）
※�６月に介護保険料が確定し、前期と後
期で差が大きい場合は、８月分に特別
徴収する金額を増減して調整させてい
ただくこともあります。

４・６・８月は令和6年２月と同額を仮徴収

　令和６年４月・６月で新たに特別徴収（年金天引き）となる人については、１回分の仮徴収金額が前年度（令和５
年度）の介護保険料額の６分の１の額となります。該当者には別途お知らせします。

令和6年度介護保険料の仮徴収について

＜介護保険料の算定＞

＜新たに特別徴収される人＞

令和6年4月～ 佐伯北診療所 診療受付時間のご案内
月 火 水 木 金

診　療　科 循環器
内科 内科 内科 内科 内科 内科 脳神経

内科
外来担当医 山地 安田 大村 赤磐医師会病院 重井病院 山本 滝澤

午前
８：45〜11：00

第１週
第３週 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

午後
13：45〜16：00 ◯ ◯ 13：45〜

15：45　 ◯ ◯ 第2週
第４週

◎休診日：土・日曜日、祝日（その他、都合により担当医師変更、休診になることがあります）
※水曜日の午後は他の曜日と時間が異なりますのでご注意ください。

内科では一般診療のほか、肝疾患・糖尿病・循環器・脳神経などの専門医により、患者様の病状に応じた診療を
行っています。脳ドックも実施していますので、お気軽にご来院、ご相談ください。

㉄佐伯北診療所
☎954-2032

◆�令和6年3月をもって日曜日の診療は終了となりましたので、急病の場合には休日当番医をご利用ください。医師
不在により耳鼻科は当面の間、休診とさせていただきます。通院中の患者様には、必要に応じて他の医療機関を
紹介させていただきます。ご不便をおかけしますが、ご理解をよろしくお願いします。
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消
費
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
第
91
回
）
／ 

く
ら
し
安
全
課

そ
の
申
し
込
み
、定
期
購
入
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

コ
ラ
ム

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

フ
レ
イ
ル
予
防
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

わ
た
し
と
あ
な
た
の
健
康
（
第
１
３
６
回
）
／ 

健
康
増
進
課

コ
ラ
ム

　
「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
加
齢
と
と
も

に
、
心
と
体
の
活
力
が
低
下
し
た
状

態
の
こ
と
で
す
。
多
く
の
人
が
健
康

な
状
態
か
ら
フ
レ
イ
ル
の
状
態
を
経

て
、
要
介
護
状
態
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

︿
フ
レ
イ
ル
自
己
チ
ェ
ッ
ク
﹀

□�

６
カ
月
間
で
体
重
が
２
~
３
㎏
以
上

減
少
し
た

□�

疲
れ
や
す
く
な
り
︑何
を
す
る
の

も
面
倒
だ
と
感
じ
る

□�

以
前
に
比
べ
て
歩
く
速
度
が
遅
く
な

っ
た
と
感
じ
る

□�

筋
力
が
お
と
ろ
え
た
︵
例
え
ば
︑

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
が
あ
け
に

く
く
な
っ
た
︶

□�

家
で
あ
ま
り
動
か
な
い
︑週
に
１

回
以
上
外
出
し
な
い

　

３
個
以
上
当
て
は
ま
る
項
目
の
あ

る
人
は
、
要
注
意
で
す
。

︿
フ
レ
イ
ル
予
防
の
３
つ
の
柱
﹀

①
栄
養

　

１
日
３
食
規
則
正
し
く
食
事
を
と

る
こ
と
で
生
活
リ
ズ
ム
が
整
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
日
の
食
事
に
、
筋
肉
の
も

と
に
な
る
魚
・
肉
・
卵
・
大
豆
製
品
や
、

骨
を
強
く
す
る
牛
乳
・
乳
製
品
を
と

り
い
れ
ま
し
ょ
う
。

②
運
動

　

運
動
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
筋
力
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と

で
、
転
倒
や
骨
折
な
ど
、
寝
た
き
り

に
な
る
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

③
社
会
参
加

　

外
出
を
し
て
誰
か
と
話
し
た
り
、

趣
味
の
活
動
や
地
域
の
集
ま
り
に
参

加
し
た
り
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

令
和
５
年
度
に
赤
磐
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
中

で
、
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
相
談
の
ひ

と
つ
に
「
定
期
購
入
」
に
関
す
る
相
談

が
あ
り
ま
す
。「
お
試
し
」
や
「
１
回

目
だ
け
」
の
つ
も
り
が
定
期
購
入
に

な
っ
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

相
談
事
例

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
通
常
価
格
１
万
円
す
る
美

容
液
が
初
回
限
定
で
３
千
円
で
購
入
で

き
る
広
告
を
見
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

払
い
で
注
文
し
た
。
そ
の
後
商
品
が
届

き
、
中
身
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
同
梱
さ

れ
て
い
た
納
品
書
に
、
次
回
お
届
け
予

定
日
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
こ
と
に
気

付
き
、
驚
い
て
販
売
業
者
に
連
絡
し
た

と
こ
ろ
、「
全
４
回
の
購
入
が
条
件
の
定

期
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
解
約
を
希

望
す
る
な
ら
１
万
円
の
解
約
手
数
料
が

必
要
」
と
言
わ
れ
た
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
。

ア
ド
バ
イ
ス

◇ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
は
、
注
文

す
る
前
に
販
売
サ
イ
ト
や
「
最
終
確

認
画
面
」
の
表
示
を
よ
く
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
定
期
購
入
が
条
件
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇ 

解
約
時
の
連
絡
手
段
や
返
品
特
約
、

解
約
条
件
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇ 
契
約
条
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
画
面

は
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
保
存
し

ま
し
ょ
う
。

◇  

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
赤
磐
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
５
５
）４
７
８
３

　
（
平
日
午
前
9
時
～
午
後
４
時
）

◦
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

　
（
土
日
祝
も
つ
な
が
り
ま
す
）

あわせて試してみましょう「指輪っかテスト」
※�膝を直角にして足の裏がしっかりと地面につく高さの椅
子や台に座ります。

①�両手の親指と人差し指で輪っかを作ります。
②�利き足ではない方の足のふくらはぎの一番太い部分を
力を入れずに、軽くつかんでみてください。

出典：東京大学高齢社会総合研究機構「フレイル予防ハンドブック」

筋肉量が
充分ある
可能性が
高いです。

筋肉量が
少ない
可能性が
あります。
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図 書 館 通 信
L I B R A R Y  N E W S
市内図書館の利用案内・開催イベント紹介

きらり☆しあたー映画上映会（大人版）
『沈黙のパレード』（130分）

　天才物理学者・湯川学のもとに、警視庁捜査一
課の刑事・内海薫が相談に訪れる。行方不明になっ
ていた女子学生が、数年後に遺
体となって発見された。容疑者
は、少女殺害事件で完全黙秘を
貫き無罪になった男。ガリレオ映
画第３弾。
■日時／4月20日㈯ 午後２時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■定員／5０人（先着順）　■参加費／無料
◇ 4月2日㈫午前10時から、中央図書館で受け付け

開始（電話可）

Pick Up
要申込

●中央図書館
絵本はともだち
　毎週水曜日  午前10時30分～11時
民話の寺小屋
　21日㈰  午前11時～11時30分

●赤坂図書館
ブックんのおはなしかい
　6日㈯  午前11時～11時30分
ちいさなおはなしかい
　10日㈬  午前11時～11時20分

●熊山図書館
なかよしタイム
　4日㈭  午前10時～正午
おはなしのおへや
　20日㈯  午前11時～11時30分

●吉井図書館
おはなしかい
　7日㈰  午後2時～3時
えほんのじかん
　9日㈫  午前10時～正午

Event CalendarEvent Calendar 4月

＜開館時間＞ 
·中央図書館…午前10時～午後6時（木曜日は午後7時まで）
·赤坂・熊山・吉井図書館…午前10時～午後6時

＜問い合わせ先＞
·中央図書館………☎955-0076
·赤坂図書館………☎957-2212
·熊山図書館………☎995-1273
·吉井図書館………☎954-9200

＜4月の休館日＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

※青色のマスが休館日です。

中央図書館 
Facebook

赤磐市図書館 
Instagram

各 図 書 館 利 用 案 内

リサイクルブックフェア
～中央・赤坂・熊山・吉井図書館～

　図書館で不用になった雑誌や書籍を差し上げま
す。各館で内容が異なりますので、詳しくは各図書
館でお尋ねください。
■期間／４月5日㈮～7日㈰
※ 中央図書館のみ、ご家庭で不要になった本をお

持ちいただくこともできます。持ち込みはリサ
イクルＢＯＯＫフェア開催期間中に限らせていた
だきます。

※中央図書館会場は多目的ホールです。

Pick Up

こどもの読書週間おはなしかい

　こどもの読書週間にちなみ、スペシャル版おは
なしかいを開催します！絵本の読み聞かせや工作
など、小さなお子さんから大人まで楽しめる盛りだ
くさんの内容でお届けします。どうぞお楽しみに！
■日時／４月27日㈯ 午前１０時３０分～１１時３０分
■場所／中央図書館 多目的ホール
■対象／乳幼児～一般
■出演／「絵本読み聞かせの会 ぐりとぐら」の皆さん
■定員／４０人（先着順）　■参加費／無料
◇  3月28日㈭午前１０時から、中央図書館で受け付

け開始（電話可）

Pick Up
要申込

皆さんの参加を
お待ちしています。
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あかいわ健康・急病あかいわ健康・急病
相 談 ダ イ ヤ ル相 談 ダ イ ヤ ル

 　経験豊富な看護師・保健師などが健康
に関する相談に、24時間年中無休で、きめ
細かくアドバイスします。
　新型コロナウイルス感染症についての
一般的な相談も受け付けています。
※ プライバシーは厳守されるシステムになってい

ますので、安心してご相談ください。
※ 携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非通

知設定の電話、公衆電話からの相談は受けるこ
とができませんのでご注意ください。

●この電話健康相談に関する問い合わせ先
　健康増進課 ☎955-1117

ありがとう なかよしになれる まほうのことば

まだいける その気のゆるみが じこのもと

今 月 の 標 語
人権啓発

交　通

０
（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

１２０-１
い い わ

１８-３
み よ う よ

８４

●赤磐市の人口 （2024年3月1日現在）

人　口 42,876 人 （ －58 ）
男　性 20,635 人 （ －29 ）
女　性 22,241 人 （ －29 ）
世帯数 18,820 世帯 （ －12 ）

　※（　）は2月1日との差

●2024年2月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は2024年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（1）

0
（1）

0
（1）

2
（4）

2
（7）

6
（10）

69
（142）

17
（35）

20
（30）

112
（217）

東出
張所

1
（2）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（2）

4
（7）

35
（67）

7
（13）

8
（12）

54
（99）

北出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（2）

21
（38）

6
（9）

2
（4）

30
（53）

計 1
（3）

0
（1）

0
（1）

2
（4）

3
（9）

11
（19）

125
（247）

30
（57）

30
（46）

196
（369）

●4月の休日当番医 （窓口受付 9:00～17:00）

7日㈰
あかいわファミリークリニック ☎955-9251

マスカット整形外科 ☎086-229-2611

14日㈰
粟井内科医院 ☎086-953-0617

越宗医院 ☎957-3035

21日㈰
うえの内科小児科医院 ☎956-0505

道満医院 ☎957-2111

28日㈰
熊山診療所 ☎995-1251

あまの耳鼻咽喉科医院 ☎955-8191

29日㈪
あかいわ☆瀬戸休日内科診療所 ☎955-0393

那須眼科 ☎955-8980
※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については2月 1日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。
<問い合わせ先>�健康増進課 ☎955-1117

●今月の相談 （相談は無料で秘密は堅く守られます）

相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先
無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　奥田 哲也 ・ 三好 英宏

4月10日㈬
午後 1時～4時

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

協働推進課
☎955-1114

巡回無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　加藤　航平

4月17日㈬
午前10時～午後3時

赤坂健康管理センター
1階相談室

赤坂支所市民生活課
☎957-2226

なやみごと（人権）
　相談員…人権擁護委員

行政
　相談員…行政相談委員

4月3日㈬
午前10時～正午

赤坂健康管理センター
1階相談室

赤坂支所市民生活課
☎957-2226

4月5日㈮
午前10時～正午

熊山支所
2階第 1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

4月17日㈬
午後 1時～4時

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

協働推進課
☎955-1114

※無料法律相談の予約は、同一年度内１回限りです。

●2024年1月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉 （赤磐警察署調べ）
総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数

2024年1月中 62 7 0 1 7 55 
2023年1月中 95 10 0 2 10 85 
増 減 -33 -3 0 -1 -3 -30 
2024年1月末 62 7 0 1 7 55 
2023年1月末 95 10 0 2 10 85 
増 減 -33 -3 0 -1 -3 -30 

●4月の税などを期限内に納めましょう

今月はありません。

LIFECALENDAR
ライフ・カレンダー
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●4月の健診・定期救急講習など
1 月 ㊡山陽郷土資料館

2 火

3 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

4 木

5 金

6 土 ㊡桜が丘出張所

7 日

8 月 ㊡山陽郷土資料館

9 火

10 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張
★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 木

12 金 ★犯罪ゼロの日

13 土 ㊡桜が丘出張所

14 日

15 月 ㊡山陽郷土資料館

16 火

17 水 2歳6か月児歯科健診
㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

18 木

19 金 育児相談（要予約）

20 土 ㊡桜が丘出張所
★交通事故・交通違反ゼロの日

21 日

22 月 ㊡山陽郷土資料館

23 火 1歳6か月児健康診査

24 水 乳児健康診査
㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

25 木 3歳児健康診査
★交通安全日 

26 金

27 土 ㊡桜が丘出張所

28 日 定期救急講習（消防本部会議室）9:00～12：00

29 月 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

30 火 ★交通事故・交通違反ゼロの日

●乳幼児健康診査・育児相談の日程
＜乳幼児健診＞
持ち物は、対象者へ送付する「健診のご案内」をご確認
ください。
※ 山陽保健センターの庁舎改修に伴い、乳幼児健診

および育児相談の会場などが変更になります。対
象者はご注意ください。

健診名・受診日
受付時間・場所 対　象　者

乳児健康診査
4月24日㈬／受付 12：40～13：00
熊山保健福祉総合センター

令和5年12月生まれ

育児相談（要予約）
4月19日㈮／受付 9：40～10：00
西山公民館

令和5年6月・9月生まれ
および希望者

1歳6か月児健康診査
4月23日㈫／受付 12：30～12：50
桜が丘いきいき交流センター

令和4年9月生まれ

2歳6か月児歯科健康診査
4月17日㈬／受付 12：30～12：50
熊山保健福祉総合センター

令和3年10月1日
～11月5日生まれ

3歳児健康診査
4月25日㈭ 受付 12：30～12：50
桜が丘いきいき交流センター

令和2年10月1日
～26日生まれ

※ 健診日程・対象などについては、市ホームページでご確認
いただけます。

育児相談の予約＆健診日
の変更はアプリ「あかい
わ子育てナビ」の「赤磐
市子育て予約サポート」
からできま
す。ご活用
ください！

iOS版 Android版

お子さんの成長を
一緒に確認する

大切な健診です。
ぜひ受けましょう♪

LIFECALENDAR
ライフ・カレンダー
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＜スポーツ施設利用案内＞

第
11
回
Ａ
１
グ
ラ
ン
プ
リ（
赤
磐
市
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
Ｎ
Ｏ
.１
決
定
戦
）

■�

開
催
日
／
２
月
３
日
（
女
子
）・

４
日
（
男
子
）

■�
場
所
／
熊
山
運
動
公
園

■�
結
果

〈
女
子
の
部
〉

◦ 

優　

勝
…
馬
場
・
大
西
組

　
　
　
　
　
（
高
陽
中
）

◦ 

準
優
勝
…
逢
澤
・
藤
田
組

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
中
）

〈
男
子
の
部
〉

◦ 

優　

勝
…
馬
場
・
松
本
組

　
　
　
　
　
（
高
陽
中
）

◦ 

準
優
勝
…
塩
谷
・
桑
原
組

　
　
　
　
　
（
高
陽
中
）

第
38
回
赤
磐
市
卓
球
大
会

■�

開
催
日
／
２
月
４
日

■�

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■�

参
加
人
数
／
１
１
０
人

■�

結
果

〈
団
体
の
部
〉

◦ 

優　

勝
…
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ
Ｃ
・
Ａ

◦ 

準
優
勝
…
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ
Ｃ
・
Ｃ

〈
個
人
Ａ
ク
ラ
ス
〉

◦ 

優　

勝
…
児
子　

修
二

◦ 

準
優
勝
…
山
本　

煌
稀

山陽ふれあい公園 ■開館時間／午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）　　■問い合わせ先／☎955-4432　
■利用料金／· プール…高校生以上400円、中学生以下200円　· トレーニングルーム…一般300円、高校生150円

吉 井 B & G
海 洋 セ ン タ ー

■開館時間／午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）　　■問い合わせ先／☎954-2323
■利用料金／ · プール…高校生以上200円、中学生以下100円　·トレーニングルーム…200円

グラウンド・ゴルフ場 ■開館時間（4月）／午前8時30分～午後5時30分〈休業日：月曜日〉　　■問い合わせ先／☎955-6657
■利用料金／·市内の人…300円／日、10,180円／年　·市外の人…500円／日、15,270円／年

〈
個
人
Ｂ
ク
ラ
ス
〉

◦ 

優　

勝
…
西
山
知
世
子

◦ 

準
優
勝
…
横
山　

颯

〈
個
人
Ｃ
ク
ラ
ス
〉

◦ 

優　

勝
…
井
上　

結
衣

◦ 

準
優
勝
…
渡
部　

雅

〈
個
人
初
心
者
ク
ラ
ス
〉

◦ 

優　

勝
…
平
良　

猛

◦ 

準
優
勝
…
下
野　

静
子

第
９
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会

■�

開
催
日
／
２
月
15
日
～
17
日

■�

場
所
／
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

ほ
か

■�

参
加
人
数
／
32
人

■�

結
果

◦ 

優　

勝
…
平
井　

達
良

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
西
２
）

◦ 
準
優
勝
…
木
谷
佐
智
子

　
　
　
　
　
（
山
陽
５
）

赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
激
励
金
に
つ
い
て

　

市
内
在
住
の
人
で
、
地
区
予
選

（
岡
山
県
予
選
ま
た
は
中
国
地
区

予
選
）
な
ど
を
勝
ち
抜
い
て
全
国

大
会
以
上
の
規
模
の
大
会
に
出
場

さ
れ
る
場
合
、
赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ

激
励
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
激

励
金
を
交
付
し
ま
す
。（
年
度
中

に
１
回
を
限
度
）

　

申
請
手
続
き
は
、
申
請
書
の
ほ

か
、
次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
く

だ
さ
い
。

■�

添
付
書
類

◦ 

出
場
す
る
全
国
大
会
な
ど
の
要
項

◦ 

出
場
す
る
全
国
大
会
な
ど
の
参
加

申
込
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
用
紙
（
写
）

◦ 

全
国
大
会
出
場
が
決
ま
っ
た
大

会
の
結
果
が
分
か
る
も
の
（
新

聞
記
事
、
賞
状
な
ど
）

◦ 

市
内
在
住
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
も
の
（
身
分
証
明
書
な
ど
）

■�

提
出
期
限
／
大
会

出
場
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
大
会
出
場
者
の

紹
介
に
つ
い
て

　

全
国
大
会
な
ど
出
場
者
を
本
人

の
申
し
出
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

激
励
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
大
会

出
場
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

新
年
度
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
内
に
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
あ
た
り
、
体
育
協
会
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
あ
り
ま
す
。
活

動
の
詳
細
は
、
今
月
号
の
折
込
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
春
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
の
日

　
「
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
の
日
」

と
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
利
用
料
無
料
で
開
放
し

ま
す
の
で
、
普
段
利
用
し
た
こ
と

の
な
い
人
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■�

開
催
日
／
４
月
29
日
（
月
・
祝
）

■�

問
い
合
わ
せ
先

◦ 

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務
所

　

☎（
９
５
５
）４
４
３
２

■4月のスケジュール�（○=プール一般開放）��

時間帯
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

山
　
陽

10:00-20:30 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

13:00-20:30 ○ ○ ○ ○
10:00-16:30 ○ ○ ○ ○ ○

吉
　
井

10:00-12:00 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

14:00-16:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18:30-20:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市内で開催された大会の結果、イベントの参加者募集告知、
全国大会の出場者などをお知らせします。

詳細や不明な点などは左記までお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

スポーツ大会・イベントの情報教育委員会社会教育課
（中央公民館2階）

☎955-0738／FAX955-1163

結　
果

お
知
ら
せ
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◇春はスタートシーズン！スポーツを始めるのには、とても良い季節です。新たなスタートで、健康生活を始めませんか？
◇教室参加に不安な人は、教室体験できます。参加希望者は事前の申し込み（１回のみ600円）が必要です。
　電話での予約もできます。大人・子ども向け教室は、全59教室あります。

山陽ふれあい公園 ～4月から参加できる運動教室 参加者募集～｜☎955-4432

教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

大
人
（
16
歳
以
上
）
向
け

ＳＬＯＷピラティス
火

9：10～ 9：55 12人 姿勢改善しからだのゆがみを矯正。10時5分からのクラスあり。
ズンバ 10：00～10：45 30人 ラテンミュージックに合わせ楽しくダンス。金曜日夜クラスあり。
脂肪燃焼エクササイズ 11：10～12：00 12人 有酸素運動と筋コンディショニングで脂肪燃焼。
元気はつらつトレーニング

水

9：30～10：30 12人 健康維持を目的とした体操。木曜日11時クラスあり。
かんたん筋調整ヨガ 10：45～11：45 12人 柔軟性・筋力を高めバランスの良い身体に導きます。
ゆったりヨガ 13：45～14：45 12人 ピラティスの要素も取り入れ体幹にも効果あり。
ボディパンプ 19：30～20：30 20人 低負荷のウェイトトレーニングでの有酸素運動でシェイプアップ。
バドミントン

木
10：30～12：00 12人 初心者から経験者まで丁寧に指導します。

太極拳入門 14：15～15：15 10人 太極拳の基本的な動きを習得します。火曜日14時30分からのクラスあり。
ストレッチ＆コンディショニング

金
9：00～ 9：45 10人 柔軟性を高め疲労回復にも効果的です。

活き活き体操ボディメイク 9：50～10：35 10人 エイジングケア・シェイプアップに効果的なプログラムです。
ボディアタック 19：00～19：45 20人 痩せたい引き締めたい人におすすめのエクササイズです。
硬式テニススクール

土
19：00～20：30 8人 16歳以上のテニス経験者におすすめです。

ナイトヨガ 19：00～20：10 10人 呼吸法による心のコントロール。柔軟性と体幹を高めます。
めぐりヨガ

日
9：00～10：00 10人 骨盤調整・腰痛解消などあらゆる種類のヨガを週ごと体験。

ボディバランス 10：10～11：10 10人 ヨガ・太極拳・ピラティスを合わせた最新の生理学に基づくトレーニング。
はじめてクロール 水 14：30～15：00 10人 クロール25mを目指します。泳ぎが苦手な人も大歓迎。
アクアビクス　 金 10：15～10：45 15人 プールの中で音楽に合わせて楽しく動きます。

子
ど
も
向
け

キッズダンス教室（5歳～小3） 火 16：30～17：30 15人 ジャズヒップホップでカッコよく踊ります。高学年クラスあり。
HiｐHopダンス（4歳～小1） 水 15：30～16：20 12人 ストリートダンスでアップ＆ダウンのリズムで踊ります。小学生クラスあり。
バドミントン（小5～中学生） 木 18：00～19：00 12人 基本ストロークから打球タイミングやステップ、安定したラリーを身につけます。
カワイ体操教室（幼児） 金 16：35～17：35 20人 鉄棒・マットなど基礎的な運動能力をマスター。小学生クラスあり。
硬式テニス（キッズ）

土
15：10～16：10 8人 ５歳～８歳対象の初心者クラスです。

硬式テニス（8歳～15歳） 16：20～17：20 8人 小学生・中学生対象の初心者クラスです。
　　　※背景水色はプール教室　※教室の日程・内容などは都合により変更することがあります。

初めての人でも気軽に参加できます。自然あふれる吉井B&G海洋センターで、一緒に楽しくからだを動かしませんか。

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター ～スポーツ教室 参加者募集～｜☎954-2323

各スポーツ施設で開催している教室などをピックアップしてご紹介します。
この他にもたくさんの教室があります。
下記の各施設連絡先までお気軽にお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

スポーツ教室・講座の紹介

教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

大
人
向
け

太極拳 第2・4火 １９：３０～２０：５０ 15人 太極拳の型を重視し、筋力の柔軟性、身体バランスを養います。

らくらく体操　　　 第1・3木
第2・4水 １３：２０～１４：００ 15人 イスに座った姿勢で肩こり、腰痛などの改善・予防につながるストレッチなどを行います。

ズンバ・Ｂ.コンディション 金 １９：３０～２０：５０ 15人 ラテンの音楽に合わせダンスするエクササイズです。体のコンディションを整えます。
水中ウォーキング 火・土 11：00～11：50 15人 水の浮力や水圧で、筋力・体力向上、引締め効果が期待できます

子
ど
も
向
け

卓球教室 第1・3土 1８：００～１９：５０ 15人 初心者でも大丈夫です。子どもから大人まで参加できます。
水泳教室1・2年生 水 18：40～19：20 15人 子どものレベルに合わせながら、正しい泳ぎ方が身につきます。
水泳教室3・4年生 金 18：40～19：20 15人 泳力に合わせ練習し、正しい泳法を身につけます。
水泳教室5・6年生・中学生 水・金 19：30～20：10 15人 泳力に合わせグループ分けしタイムアップを目指します。

※背景水色はプール教室　※教室の日程・内容などは都合により変更することがあります。
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公 民 館 講 座 のご案 内

■各公民館の住所・問い合わせ先
　○中央公民館 （下市337／☎955-0069）
　○西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）
　○赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）
　○熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

○高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）
○山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）
○笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）
○吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

※講座の受け付けは、各館とも午前9時からです。（電話での申し込み可）　※定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
※材料費の必要な講座は、参加費に含んでいます。

︿
熊
山
公
民
館
﹀

◦ 

ド
キ
ド
キ
講
座(

自
然
観
察
会)

◦ 

わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

（
親
子
で
ふ
る
さ
と
探
検
）

◦ 

元
気
も
り
も
り
講
座
（
シ
ニ
ア

世
代
向
け
の
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ

チ
体
験
・
簡
単
調
理
教
室
）

◦ 

小
中
学
生
宿
題
教
室(

作
文
・
書

道
ほ
か
）

◦ 

三
世
代
百
人
一
首
教
室

◦ 

ス
マ
ホ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
体
験
教
室

◦ 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
教
室

︿
吉
井
公
民
館
﹀

◦ 

ふ
る
さ
と
探
訪
講
座

◦
源
氏
物
語
講
座

◦
百
人
一
首
講
座　
　
　

◦
天
文
教
室　

◦ 

作
文
教
室
（
小
学
生
編
・
中
高

校
生
編
）

◦
健
康
料
理
教
室

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

◦
ペ
タ
ン
ク
教
室

あ
か
い
わ
ふ
る
さ
と
探
検
隊

■ 

日
時
・
内
容
（
全
５
回
）

① 

「
野
草
を
食
べ
よ
う
」
／
５
月

12
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
（
山

陽
ふ
れ
あ
い
公
園
）

② 

「
平
家
ボ
タ
ル
と
夕
日
の
陰
陽

石
」
／
６
月
15
日
㈯
午
後
６
時

45
分
～
８
時
45
分
（
桜
が
丘
緑

の
輪
活
動
磐
山
）

③ 

「
秋
の
昆
虫
み
っ
け
」
／
９
月

29
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
（
山

陽
ふ
れ
あ
い
公
園
）

④ 

「
ド
ン
グ
リ
博
士
に
な
ろ
う
」

／
10
月
20
日
㈰
午
前
９
時
30
分

～
正
午
（
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
）

⑤ 

「
か
ぶ
と
岩
登
山
で
自
然
み
っ

け
」
／
12
月
８
日
㈰
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分
（
馬
屋

か
ぶ
と
岩
）

■ 

講
師
／
橋
本
智
明
さ
ん
（
岡
山

県
自
然
保
護
推
進
員
）

■ 

対
象
／
幼
児
～
一
般（
小
学
３
年

生
以
下
は
、
必
ず
保
護
者
同
伴
）

※ 

６
月
15
日
㈯
は
幼
児
～
小
学

生
は
保
護
者
同
伴

■ 

定
員
／
20
人
（
保
護
者
含
む
）

■ 

参
加
費
／
５
０
０
円
（
全
回

分
、
材
料
費
別
途
）

※
同
伴
保
護
者
は
無
料

■ 

服
装
・
持
ち
物
／
帽
子
、
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
は
き
な
れ
た

靴
（
サ
ン
ダ
ル
不
可
）、
筆
記

用
具
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

■ 

申
込
開
始
日
／
４
月
４
日
㈭

　

知
識
や
技
術
を
高
め
、
仲
間
作

り
の
機
会
に
も
で
き
る
「
公
民
館

講
座
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
講
座
を
紹
介
し
ま
す
。

︿
中
央
公
民
館
﹀

◦  

あ
か
い
わ
ふ
る
さ
と
探
検
隊

◦  

親
子
で
あ
そ
ぼ
う

◦  

放
課
後
子
ど
も
教
室

︿
高
月
公
民
館
﹀

◦   
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◦
健
康
教
室

◦
夏
休
み
き
っ
ず
広
場

◦
手
話
講
座

◦
刻
字
教
室

◦
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室

◦
手
作
り
味
噌
講
座

◦
そ
ば
打
ち
教
室

◦
防
災
講
座

◦
グ
ル
ー
プ
活
動
体
験
講
座

︿
西
山
公
民
館
﹀

◦ 

子
育
て
支
援
講
座
（
親
子
の
広
場
）

◦ 

自
然
観
察

◦ 

料
理
教
室
（
ス
イ
ー
ツ
ほ
か
）

◦ 

思
い
出
作
り
ア
ー
ト
教
室

◦ 

夏
休
み
工
作
教
室

◦ 

夏
休
み
書
道
教
室

◦ 

家
庭
菜
園
講
座

◦ 

剪
定
入
門
講
座

◦ 

門
松
作
り
教
室

◦ 

ク
レ
イ
ア
ー
ト
体
験
教
室

︿
山
陽
公
民
館
﹀

◦ 

週
末
子
ど
も
教
室

◦ 

子
ど
も
寺
子
屋
in
公
民
館

◦ 

お
と
な
の
学
校

◦ 

美
わ
く
わ
く
カ
レ
ッ
ジ

◦ 

子
育
て
応
援
講
座

◦ 

夏
休
み
絵
画
教
室

◦ 

夏
休
み
卓
球
教
室

◦ 

元
気
わ
く
わ
く
カ
レ
ッ
ジ

◦ 

物
づ
く
り
講
座

◦ 

歴
史
講
座 

上
映
会

◦ 

歴
史
講
座
（
赤
磐
の
人
物
）

◦ 

火
災
予
防
講
座

◦ 

交
通
安
全
講
習
会

◦ 

特
殊
詐
欺
の
実
情
と
被
害
を

防
ぐ
地
域
力
講
座

◦ 

グ
ル
ー
プ
活
動
体
験
講
座

︿
赤
坂
公
民
館
﹀

◦ 

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
（
毎
月
第
２
・

第
４
水
曜
日
／
季
節
の
行
事
、

リ
ト
ミ
ッ
ク
と
手
遊
び
を
通

じ
て
、
親
子
・
友
達
と
の
関
わ

り
を
学
ぶ
）

◦ 
手
芸
教
室

◦ 
お
や
こ
料
理
教
室　
　

◦ 

あ
か
さ
か
ネ
イ
チ
ャ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
教
室

◦ 

太
鼓
打
ち
教
室
（
毎
週
土
曜
日
）

︿
笹
岡
公
民
館
﹀

◦ 

童
謡
・
唱
歌
で
遊
ぶ
（
歌
を
楽

し
み
、
頭
と
体
の
体
操
）　

◦ 

折
り
紙
教
室
（
干
支
づ
く
り
）

◦ 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

◦ 

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
応
援
講
座

中
央
公
民
館

令
和
６
年
度 

各
公
民
館

主
催
講
座
の
ご
案
内（
予
定
）

広報あかいわ（令和6年4月号）22



公 民 館 講 座 のご案 内

わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

「
石
蓮
寺
で
野
草
の
天
ぷ
ら
作
り
」

■ 

日
時
／
４
月
21
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午
（
※
雨
天
中
止
）

■ 

集
合
場
所
／
「
み
ん
な
の
森
公
園
」

頂
上
駐
車
場
（
石
蓮
寺
７
４
３
）

■ 

講
師
／
橋
本
智
明
さ
ん
（
岡
山

県
自
然
保
護
推
進
員
）

■ 

対
象
／
幼
児
～
一
般
（
小
学
３

年
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
）

■ 

定
員
／
20
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、

帽
子
、
飲
み
物

■ 

申
し
込
み
／
受
付
中

元
気
も
り
も
り
講
座「
初
心
者
ヨ
ガ
体
験
」

～
春
の
ヨ
ガ
、ぽ
か
ぽ
か
に
な
ろ
う
♪
～

■ 

日
時
／
４
月
23
日
㈫

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■ 

場
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

■ 
講
師
／
井
上
初
美
さ
ん
（
ヨ
ガ

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

■ 

対
象
／
原
則
60
歳
以
上

■ 

定
員
／
20
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

■ 

申
し
込
み
／
受
付
中

朗
読
を
楽
し
も
う

　

心
に
響
く
朗
読
の
世
界
を
覗

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

■ 

日
時
／
４
月
29
日（
月・祝
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■ 

講
師
／
伊
島
久
美
さ
ん
（
日
本

朗
読
検
定
協
会
認
定
プ
ロ
フ

ェ
ッ
サ
ー
）

■ 

対
象
／
一
般

■ 

定
員
／
20
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
し
込
み
／
受
付
中

思
い
出
作
り
ア
ー
ト
教
室
①

　

べ
ん
が
ら
染
め
を
体
験
し
ま

し
ょ
う
。「
板
締
め
し
ぼ
り
」
と

い
う
技
法
で
染
め
ま
す
。

■ 

日
時
／
４
月
27
日
㈯

　

午
前
９
時
～
正
午

■ 

講
師
／
公
民
館
職
員

■ 

対
象
／
一
般

■ 

定
員
／
８
人

■ 

参
加
費
／
８
０
０
円

■ 

持
ち
物
／
バ
ケ
ツ
、
帽
子
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
布

■ 

申
込
開
始
日
／
４
月
８
日
㈪

だ
れ
で
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

～
熊
山
橋
・
白
陵
高
校
周
辺
を
歩
く
～

■ 

日
時
／
４
月
９
日
㈫

　
午
前
10
時
～
正
午
（
※
雨
天
中
止
）

■ 

集
合
場
所
／
熊
山
公
民
館

■ 

講
師
／
岡
山
県
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
連
盟
公
認
指
導
員

■ 

対
象
／
一
般　
　
　

■ 

定
員
／
20
人

■ 
参
加
費
／
３
０
０
円
（
ポ
ー

ル
レ
ン
タ
ル
代
）

※
ポ
ー
ル
持
参
の
人
は
無
料

■ 

申
し
込
み
／
受
付
中

ド
キ
ド
キ
講
座「
自
然
観
察
会
」

～
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
で
春
探
し
♪
～

■ 

日
時
／
４
月
20
日
㈯

　
午
前
９
時
～
11
時
（
※
雨
天
中
止
）

■ 

集
合
場
所
／
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ

ー
公
園
駐
車
場

■ 

講
師
／
山
田
勝
さ
ん
（
岡
山
県

自
然
保
護
推
進
員
）

■ 

対
象
／
幼
児
・
小
学
生
（
保
護

者
同
伴
）
～
一
般

■ 

定
員
／
25
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

持
ち
物
／
双
眼
鏡
（
あ
れ
ば
）

■ 

申
し
込
み
／
受
付
中

西
山
公
民
館

高
月
公
民
館

百
人
一
首
講
座

■ 

日
時
／
４
月
20
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時

■ 

場
所
／
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
吉
井

２
階
視
聴
覚
室　

※ 

か
る
た
と
り
は
、吉
井
郷
土
資
料

館
（
旧
仁
堀
小
学
校
本
館
）
２
階

和
室
（
36
畳
）
で
行
い
ま
す
。

■ 

講
師
／
北
川
久
美
子
さ
ん
（
和

気
閑
谷
高
校
非
常
勤
講
師
）

■ 

対
象
／
小
学
生
以
上

■ 

定
員
／
20
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
し
込
み
／
受
付
中

ス
マ
ホ
体
験
教
室
（
応
用
）　
　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
防
災
ア

プ
リ
の
使
い
方
・
ア
プ
リ
の
追
加

方
法
な
ど
。

■ 

日
時
／
４
月
24
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

■ 

場
所
／
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
吉
井

２
階
視
聴
覚
室

■ 

講
師
／
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

■ 

対
象
／
一
般

■ 

定
員
／
20
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

持
ち
物
／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
な

い
場
合
は
、
お
貸
し
し
ま
す
）

■ 
申
し
込
み
／
受
付
中

一
般
観
望
会

■ 

日
時
／
毎
週
金
曜
、土
曜
日
の
午

後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
30
分
お
き

全
５
回
（
※
４
月
26
日
㈮
か
ら
28

日
㈰
は
午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時

ま
で
30
分
お
き
全
４
回
）

■ 

予
約
／
不
要

■ 

定
員
／
各
回
20
人
程
度

■ 

参
加
費
／
高
校
生
以
上
２
０
０

円
、
小
中
学
生
１
０
０
円
、
幼
児

無
料
（
※
６
日
㈯
は
無
料
）

■ 

持
ち
物
／
防
寒
具
、
カ
メ
ラ

（
ス
マ
ホ
）
な
ど

※ 

天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
有

■ 

問
い
合
わ
せ
先

◦
竜
天
天
文
台
公
園

　

☎（
９
５
８
）２
３
２
１

※
休
園
日
は
吉
井
公
民
館
へ

熊
山
公
民
館

吉
井
公
民
館

吉
井
公
民
館（
竜
天
天
文
台
）
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読
者
の

広
場　

このコーナーでは
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

6月号は4月15日㈪が
記事の締め切りです。

㉄
秘
書
広
報
課
☎︵
9
5
5
︶4
7
7
0

赤磐市マスコットキャラクター
あかいわモモちゃん

催し
■
日
時
／
４
月
21
日
㈰ 

午
後
３
時
〜

■
場
所
／
西
山
公
民
館

■
入
場
料
／
無
料

■ 

出
演
／
山
陽
ラ
テ
ン
バ
ン
ド
、
ボ
ー
カ
ル
メ
ン

バ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
ド
ラ
ム　

ほ
か

■ 

主
催
／
山
陽
ラ
テ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先
／
河
田

　

☎
０
９
０（
３
７
４
６
）３
６
８
５ 

※ 

第
43
回
の
募
金
は
、
全
額
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

付
し
ま
し
た
。

第
44
回
サ
ン
ラ
テ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト 

～
西
山
元
気
～

投稿
残
れ
る
は
片
方
ば
か
り
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
ち
ぐ
は
ぐ
の
ま
ま
喜
寿
の
春
生
く

初
詣
手
水
舎
の
な
い
境
内
に
コ
ロ
ナ
の
脅
威
辰
ど
し
も
続
く

朝
焼
け
の
か
わ
り
ゆ
く
空
に
掌
を
あ
わ
す
夫
の
寝
息
の
安
ら
か
に
あ
れ

旧
友
の
賀
状
届
き
て
安
堵
す
る
い
つ
し
ら
便
り
は
年
に
一
度

あ
け
ぼ
の
の
空
を
映
し
て
萩
茶
碗
の
濃
緑
の
湖
静
か
な
り

曾
女
孫
は
田
舎
の
畑
が
興
味
あ
り
て
大
根
・
か
ぶ
ら
抜
き
て
得
意
げ

元
朝
の
瑞
雲
み
な
ぐ
〈
辰
〉
の
と
し
無
病
息
災
詣
で
て
祈
る

毎
日
の
平
穏
無
事
の
あ
り
が
た
さ
一
喜
一
憂
夫
病
み
て
知
る

年
の
瀬
に
百
一
歳
で
逝
き
し
歌
友
水
仙
の
ご
と
凛
と
し
て
優
し

喜
び
も
悲
し
み
も
あ
り
し
一
年
の
思
い
出
繰
り
つ
つ
迎
う
新
年

玄
関
の
備
前
の
大
壺
の
松
・
南
天
葉
ボ
タ
ン
華
や
ぐ
辰
ど
し
の
春

春
の
畑
光
り
に
満
ち
て
黒
ぐ
ろ
と
亡
夫
育
み
し
土
の
匂
之
る

短
歌
熊
山
わ
か
ば
会

笹
村　

洋
子

黒
島　

昭
雄

黒
島 　

通
子

片
山
須
津
子

万
代　

宣
子

岡
野
美
登
里

小
野　

充
恵

須
藤　

貞
子

森
田　

経
子

濱
田　

政
恵

石
田　

乙
江

小
倉　

庸
代

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
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投稿

あ
か
い
わ
川
柳
会 

／ 

テ
ー
マ「
感
謝
」

一
言
で
心
和
ま
す
「
あ
り
が
と
う
」

今
日
も
無
事
夕
陽
に
感
謝
し
て
帰
る

認
知
症
に
な
っ
て
も
言
う
ぞ
「
あ
り
が
と
う
」

冷
凍
と
電
子
レ
ン
ジ
に
手
を
合
わ
せ

動
け
ぬ
身
よ
う
や
く
感
謝
の
意
味
わ
か
り

感
謝
し
て
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
生
き
る

感
謝
感
謝
我
が
人
生
も
終
わ
り
か
け

感
謝
よ
り
願
う
願
う
の
初
詣

こ
れ
か
ら
は
大
い
に
感
謝
要
介
護

最
終
章
皆
に
あ
り
が
と
言
え
る
か
な

感
謝
の
言
葉
当
然
の
様
祖
父
言
わ
ぬ

晴
れ
の
国
能
登
の
思
い
に
日
々
感
謝

五
十
年
感
謝
に
ま
さ
る
言
葉
な
し

健
康
で
す
こ
や
か
日
々
に
感
謝
し
て

墓
石
に
感
謝
の
文
字
を
見
つ
け
た
り

仏

前

に

感

謝

の

心
、

ご

焼

香

神
仏
今
日
も
元
気
で
ま
ず
感
謝

盃
が
感
謝
の
言
葉
妻
に
言
う

サ
ル
ま
で
が
感
謝
忘
れ
て
食
い
荒
ら
す

あ
り
が
と
う
感
謝
の
言
葉
で
う
ま
く
い
く

意
の
ま
ま
に
動
け
る
体
感
謝
す
る

「
あ
り
が
と
う
」
感
謝
も
言
え
ず
母
は
逝
く

言
い
足
り
ぬ
亡
夫
に
感
謝
の
あ
り
が
と
う

中
塚
堅
太
郎

小
倉
慶
司
郎

草
谷　

靖
子

山
中　

細
太

小
森　

達
夫

中
村　

哲
郎

菅
形　

美
枝

も
み
の
志
郎

小
林　

一
郎

藤
本　

和
子

田
原　
　

夏

白
鳥　

年
通

金
谷　

優
子

森
本
登
志
江

三
船　

主
恵

金
谷　

征
正

谷
井
妣
嫏
子

藤
原　

洋
文

森　

二
實
子

稲
田　

克
己

大
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公
彦

入
江　
　

守

草
野　

淑
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投稿

白
梅
俳
句
会

ぜ
ん
ざ
い
の
幟
は
た
め
く
弓
始

春
浅
し
夫
の
顔
色
息
づ
か
い

漣

の

光

こ

ろ

が

す

春

の

川

一
湾
を
統
べ
る
鳶
あ
り
針
供
養

お
気
に
入
り
の
カ
ッ
プ
で
紅
茶
雪
の
朝

パ
レ
ッ
ト
に
小
さ
き
春
の
色
を
溶
く

垣
根
か
ら
出
合
ひ
頭
の
毛
糸
帽

古
稀
に
し
て
な
ほ
弱
輩
や
梅
二
月

に
ら
み
合
ふ
二
重
奏
か
な
猫
の
恋

牡
蠣
鍋
と
聞
く
や
家
族
の
頭
数

佐
保
姫
を
脅
か
し
た
る
ド
ロ
ー
ン
か
な

気
に
入
っ
て
値
が
気
に
入
ら
ぬ
植
木
市

生
垣
に
侘
助
咲
く
を
目
印
に

ソ
ー
ラ
ー
の
お
も
ち
ゃ
キ
ト
キ
ト
冬
麗

地
震
の
子
の
長
靴
ぬ
ら
す
春
の
雪

冬
山
よ
り
海
へ
と
つ
づ
く
線
路
跡

空
へ
空
へ
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
冬
景
色

冬

晴

の

垣

根

の

茂

み

群

雀

勝
ち
負
け
に
多
少
の
未
練
蕗
の
薹

友
垣
の
ゆ
か
い
な
便
り
春
一
番

一
直
線
負
け
ず
嫌
い
さ
水
仙
花

蝋
梅
の
香
に
老
い
ら
く
の
夢
動
く

浅
春
の
が
た
り
が
た
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と
破
れ
垣

大
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帆
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第
25
回
朗
読
会

永
瀬
清
子
の

詩
の
世
界

～
貴
方
が
た
の
島
へ
～

　

２
月
17
日
、
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
、
第
25
回
朗
読
会
「
永
瀬
清

子
の
詩
の
世
界
―
貴
方
が
た
の
島
へ
」

が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
参
加
者
が

訪
れ
ま
し
た
。
会
は
、
沼
本
典
子
さ
ん

が
岡
山
県
の
三
大
河
川
を
題
材
に
し

た
永
瀬
清
子
の
詩
「
美
し
い
三
人
の
姉

妹
」
を
朗
読
し
て
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
年
度
21
回
を
迎
え
る
岡

山
県
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

詩
の
コ
ン
ク
ー
ル
永
瀬
清
子
賞
表
彰

式
で
は
、
受
賞
者
15
人
に
賞
状
と
副
賞

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
優
秀
賞
受
賞
者

３
人
は
作
品
を
朗
読
し
、
小
林
一
郎
選

考
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
励
ま
し
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
歌
手
の
沢
知
恵
さ
ん
が
こ

れ
ま
で
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
永
瀬

清
子
と
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
」
を
テ
ー

マ
に
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
を
し
ま
し
た
。

沢
さ
ん
は
、
長
年
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

の
入
所
者
に
心
を
寄
せ
、
療
養
所
の
音

楽
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
、
長
島
愛
生
園
の
機

関
誌
『
愛
生
』
へ
入
所
者
が
寄
せ
た
詩

に
永
瀬
清
子
が
書
い
た
選
評
を
紹
介

し
、
人
と
作
品
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
永
瀬
清
子
の
詩
に

曲
を
つ
け
た
「
だ
ま
し
て
く
だ
さ
い
言

葉
や
さ
し
く
」
や
「
美
し
い
国
」、そ
し

て
大
島
青
松
園
の
入
所
者
で
永
瀬
清

子
や
沢
さ
ん
と
交
流
の
あ
っ
た
塔
和

子
さ
ん
の
詩
も
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
森
田
恵
子
さ
ん
に

よ
る
詩
「
貴
方
が
た
の
島
へ
」
と
「
光

田
先
生
」
の
朗
読
も
あ
り
ま
し
た
。

　

詩
を
通
じ
て
人
と
人
の
心
に
橋
を

架
け
よ
う
と
し
た
永
瀬
清
子
。
沢
さ
ん

の
お
話
と
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
を
通
じ

て
、
永
瀬
清
子
と
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

に
つ
い
て
学
び
、
ま
た
考
え
る
き
っ
か

け
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

教
育
委
員
会
熊
山
分
室

　

☎（
９
９
５
）１
３
６
０

永瀬清子プロフィール／詩人
（明治39年2月17日～平成7年2月17日）
現在の赤磐市松木に生まれる。生涯現役の詩人を貫いた現
代詩の母。みずみずしい言葉で自然や生活をうたった。詩集
に『グレンデルの母親』（第1詩集）、『美しい国』、『春にな
ればうぐいすと同じに』、短章集『流れる髪』、随筆集『光っ
ている窓』、絵本『ひでちゃんのにっき』、『ぼくと母さんのう
た』など多数。第１回岡山県文化賞、第19回三木記念賞、詩
集『あけがたにくる人よ』により地球賞、ミセス現代詩女流賞
など多数受賞。日本現代詩人会物故名誉会員。
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1 詩「美しい三人の姉妹」を朗読する沼本典子さん 2 選考の経緯を報告する選考委員長の小林一郎
さん 3 市長から賞状を贈られる受賞者 4 優秀賞受賞者が受賞作品を朗読 5 選考委員長から励ま
しの言葉をもらう受賞者 6ピアノ弾き語りをする沢知恵さん 7 主催者を代表してあいさつする市長 
8 朗読する司会の森田恵子さん

貴
方
が
た
の
島
へ

貴
方
が
た
の
島
へ

私
は
何
か
を
受
け
と
り
に
ゆ
く
の
で
す

い
つ
も
人
々
か
ら
の
愛
を
受
け
と
つ
て

精こ
こ
ろ神

は
着
ぶ
く
れ
て
ゐ
る
貴
方
が
た
か
ら

私
は
何
か
を
う
ば
ひ
に
ゆ
く
の
で
す

さ
あ
私
に
何
か
を
下
さ
い
、
病
め
る
人
々
よ
。

私
は
い
た
ゞ
き
に
来
ま
し
た
。

こ
の
島
へ
来
る
人
々
は

い
つ
も
愛
の
言
葉
を
置
い
て
ゆ
く
。

私
の
愛
は
ご
く
お
粗
末
、

そ
れ
で
ゐ
て
私
は
貪
欲
に

貴
方
が
た
か
ら
い
た
ゞ
き
た
い
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
私
は
施
こ
し
を
恵
む
だ
け
で
は
あ
き
足
り
な
い
。

私
に
喜
び
を
下
さ
い
。

血
泥
の
病
気
を
い
た
ま
し
く
思
つ
た
り
、

呻
き
や
涙
を
あ
は
れ
ん
だ
り
す
る
だ
け
で
は
ま
だ
足
り
な
い
。

私
は
同
情
し
に
ゆ
く
だ
け
で
は
い
や
で
す
。

私
に
見
せ
て
下
さ
い
、
立
派
な
お
友
達
で
あ
る
あ
か
し
を
。

貴
方
が
た
は
何
を
私
に
贈く

れ
や
う
と
心
配
な
さ
る
。

肉
体
の
病
気
の
中
に
く
じ
け
ぬ
人
間
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
の
涙
と
膿
汁
の
中
の
助
け
合
ひ
、

昼
夜
な
き
痛
み
や
不
自
由
の
中
の
雄
々
し
い
い
の
ち

さ
う
し
た
も
の
を
見
出
し
て
私
は
ふ
る
ひ
立
つ
の
で
す
。

願
く
ば
私
を
喜
ば
せ
勇
気
を
下
さ
い
。

そ
れ
を
下
さ
つ
て
こ
そ
貴
方
が
た
は
私
の
友
達
。

く
じ
け
ず
ひ
る
ま
ず
暮
す
人
々
を
見
る
こ
と
こ
そ
私
の
喜
び
。

さ
あ
私
に
沢
山
の
も
の
を
贈
つ
て
下
さ
い
。

　
『
愛
生
』 

一
九
五
一
年
十
月

1234

567

8

©加藤晋平

©加藤晋平

永 瀬 清 子 の 詩 の 世 界
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山 ー ル 通岡 シ ガ ズ 信
［ 新加入選手の紹介 ］

㉄教育委員会社会教育課�☎955-0738

＃４  小松原 凜香 （こまつばら りんか）

①リンカ ②アウトサイドヒッター
③2001.5.16 ④176㎝ ⑤島根県
⑥島根県立松江北高校→京都橘大学

〈意気込みコメント〉
　日々学びながら、自分の強
みであるオフェンスでチーム
にいい流れをつくることが
できるよう頑張ります！

＃１６  内山 優衣 （うちやま ゆい）

①ユイ ②リベロ
③2001.9.27 ④162㎝ ⑤佐賀県
⑥八女学院高校→長崎国際大学

〈意気込みコメント〉
　大学でのキャプテンの経験
を活かし、新人らしく多くの
ことに前向きに挑戦してい
きたいです。

①ニックネーム ②ポジション ③生年月日
④身長 ⑤出身地 ⑥出身校

過去最多！！ 令和５年中の火災件数

41件令和6年3月1日現在で既に9件の
火災が発生しています。

この２９件は防ぐことができた火災です。

令和5年の
火災件数

放火 1件

たき火、枯れ草焼きなど 29件

不明 3件

その他 6件

リチウムイオン
バッテリー 2件

41件

平均火災件数
26件（過去10年）

最初は風なんか
全然吹いて

いなかったのに…

赤
磐
市
防
火
協
会

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ま
も
る
く
ん

対策として ①目を離さない ②そばを離れない
③消火の準備をしておく ことが重要です！

●問い合わせ先／消防署（本署）�☎955-2287
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　吉井にはさまざまなジオ（地質資源）スポットが
あり、3億年から現在までの地層を見ることができ
ます。これらの地層を見て回るには、城南小学校の
校門から城山を一周するコースをお勧めします。
　城南小学校を出ると南東には、滝山川が作った
扇状地があります（図中の１）。勾配は0.8°です
（1.4㎞の距離につき、標高が20ｍ下っています）。
　200m歩くと、最初の露頭（野外において地層や
岩石が露出したところ）がでてきます（図中の２）。
これは日本では珍しい3億年～2億5千万年前のペ
ルム紀の地層です。周りに見える山もペルム紀の地
層で作られています。この露頭では、白色の岩石と
黒色の岩石が交互に層をなしている砂泥互層を観
察することができます。これは砂と泥が一緒になっ
た混濁流が大陸棚に流れ込んで、大粒な砂が先に
沈殿し（白い層）、その後粒が小さな泥がたまった
ものです（黒い層）。混濁流は地震によって引き起
こされると考えており、ここで何度も地震が起こっ
ていたと想像されます。
　100ｍほど歩くと、8000万年前の白亜紀の流紋岩マグマが、ペルム紀の泥の層に貫入している様子を観察す
ることができます（図中の3）。貫入岩は石英斑岩です。一歩の間で、2億5千万年前と8千万年前の時間旅行が
できます。
　地球史研究所の東側を歩いていくと、周匝簡易浄水場にやってきます（図中の4）。ここでは、小学校の理科の
授業の一環で、児童たちに水の循環について「水は海で蒸発し雲となり、山で雨・雪を降らし、川を下ってまた海
へと戻っていきます。」などの説明をしています。
　最後に、城山に登ると、吉井B＆G海洋センターの多目的広場に到着します（図中の5）。ここには、岡山県でよ
く見られる山砂利層である礫

れきがん

岩層を見ることができます。礫岩の大きさはさまざまで、大人の上半身大から、小指
先の大きさまでのものを観察できます。火山灰層によると3400万年前の年代ということが分かり、山砂利層は
3400万年前の川の痕跡と考えられています。

　このように城南小学校から城山を一周するコースは、3億年前から現在までの地球科学的
現象を見ることができます。

●問い合わせ先／政策推進課政策企画班 ☎︎９５５-２６９２

あかいわの大地の成り立ち
ジ オ コ ラ ム

⑰ 吉井のジオスポット

（図の説明）１：扇状地　２：ペルム紀の砂泥互層・白亜紀の貫入岩
３：貫入岩　４：周匝簡易浄水場　5：礫岩層

もっと知りたくなった人は、
地球史研究所の先生に聞いてみよう！
▶地球史研究所（周匝）☎956-3538
（※外出中で不在のときもあります）

市ホームページ
地質資源

特定非営利活動法人

地球年代学
ネットワーク

地球史研究所

城南小学校

1

2

4

5

3
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　株式会社ウエストエ
ネルギーソリューション
から市の地方創生の取
り組みを推進すること
を目的として企業版ふ
るさと納税の寄附をい
ただき、１月２５日に感謝状を贈呈しました。株式会
社ウエストエネルギーソリューションは脱炭素社
会の実現に向けた事業を展開している企業です。
　寄附金は、中学生のキャリア教育や地域への愛
着を醸成するための事業などに活用させていただ
きます。

企業版ふるさと納税
赤磐市の発展のために

　２月１８日、第２４回吉井つちのこ駅伝大会が開催
され、市内から28チームが集まり、健脚を競い合
いました。参加選手たちは、沿道から熱い声援を受
けながら中継所で待つ仲間にタスキを繋いで、全
チームが完走しました。３位までの結果は、次のと
おりです。
＜小学校３年生以下の部＞
　①ディエボーイズ　②チームあきたく
　③ナインズ
＜小学校４年生以上男子の部＞
　①サクラランニングクラブ
　②カラフルグレープ　③ちょこぷれーと
＜一般男子の部＞
　①だいちゃんズ　②あすなろこどもセンター
　③Ⅰ ＬＯＶＥ 磐梨
＜一般女子の部＞
　①ミックス　②桜レディ　③さくらんぼ with Ⅰ

第２４回吉井つちのこ駅伝大会
仲間にタスキをつなげ！ TOWN

TOPICS
タ
ウ
ン

・
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ッ

ク ス

このコーナーでは、区・町内会からの記事と写真
を募集しています。6月号は4月15日㈪が記事の
締め切りです。

　１月２０日、日本遺
産構成文化財の史
跡両宮山古墳で墳
丘裾保存整備工事
の現場見学会を開
催しました。約20人
の参加者は、普段は池の水面下で見ることができ
ない、古墳裾部の保護工事の状況をじっくりと観
察し、担当者の説明を興味深く聞いていました。

両宮山古墳墳丘裾保存整備工事現場見学会
日本遺産を特別公開

　２月１３日、晴れの国岡山農業協同組合から、交
通事故防止を目的に、カーブミラーや横断旗など
の交通安全機器が寄贈されました。

交通安全機器贈呈式
市内の交通安全に役立てます
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　２月１７日に１００歳を迎えられた水原さんのお祝
いに、市長が訪問しました。歌が聞こえると一緒に
歌うなど明るい性格で、よく体を動かしていたこ
とが長寿の秘訣だそうです。

水原 明子さん（仁堀東）
１００歳おめでとうございます

▶地域おこし協力隊の２人を鴨前で撮影しました。
撮影中には、地元の人が声をかけてくれる場面も。
撮影していた隊員も自然と笑顔になりました。特集
では、活動内容や隊員の思いが伝わるとうれしい
です。（廣政）

今月の表紙・編集者のつぶやき今月の表紙・編集者のつぶやき

　３月３日、あかいわ広報大使の福田廉之介さんと
春風亭昇吉さん、お笑い赤坂亭頭取の雷門喜助さ
んをお招きし、赤坂健康管理センターから「わくわ
く空間！レディオモモあかいわ」をお届けしました。
　２時間の生放送で、緊急告知ラジオの起動や交
通のお知らせのほか、地元で活動しているコーラ
スグループの発表が行われました。

ＦＭ赤磐中継局開局日記念特別番組
赤坂健康管理センターから放送！

　桜が丘地域安全推進協議会は、長年にわたり自主
的な地域安全活動を続け、特に地域での子どもの
見守り活動が、子どもの安心・安全な学校教育活動
に貢献する優れた活動と認められ、文部科学大臣表
彰を受賞しました。

文部科学大臣表彰受賞
子どもの安心・安全な学校教育活動が評価

井上 富子さん（是里）

　２月２７日に１００歳を迎えられた井上さんのお祝
いに、市長が訪問しました。穏やかでくよくよしな
い性格。いろいろな食材をよく食べて、よく眠るこ
とが長寿の秘訣だそうです。
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　赤磐市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度は、一方または双方が性的マイノリティで
ある二人が、パートナーシップ関係であることを宣誓する宣誓書を提出することで、市が二人の
関係を認め、受領証明書などを交付する制度です。また、宣誓する人に未成年の子どもがいる場
合、ファミリーシップ関係を併せて宣誓することができます。
　この制度は婚姻制度とは異なり法的効力はありませんが、性の多様性を尊重し、さまざまな家
族の形を市として応援していくものです。

※性的マイノリティ…同性に（も）恋愛感情を持つ人、自分の性に違和感がある人。

●問い合わせ先／協働推進課�☎955-1114

① 双方が成年に達していること
②赤磐市民、または転入予定であること
③配偶者がいないこと
④ 当事者以外の者とパートナーシップの関係

にないこと
⑤ 当事者同士が近親者（婚姻することがで

きないとされる続柄）でないこと
⑥ ファミリーシップ対象者は、宣誓する人の

未成年の実子または養子であり、生計が同
一であること

① 市営住宅の入居
　 市営住宅の入居申込、同居申請が可能。
（担当：建設課）

②犯罪被害者等支援金の支給
　 犯罪被害者等支援金の遺族支援金の受け

取りが可能。（担当：くらし安全課）

赤磐市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度とは？

どんな人が宣誓できる？ 利用できる行政サービスは？

◆ 制度に関する詳細は、市ホームページを
　ご覧ください。
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赤磐市パートナーシップ・
　　ファミリーシップ宣誓制度

令和6年4月1日からスタート！
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